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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】周波数スケジューリング送信と周波数ダイバー
シチ送信とを同時に行う際に、周波数ダイバーシチ送信
を行うためのチャネルの通信リソースの利用効率の低下
を防ぐ。
【解決手段】基地局１００の割当部１０３は、適応制御
部１１６からの制御に従って、ＤｃｈおよびＬｃｈデー
タシンボルを、各サブキャリアに割り当てて多重部１０
４に出力する。ＤｃｈデータシンボルおよびＬｃｈデー
タシンボルは、予め対応付けてＲＢ毎にそれぞれまとめ
て割り当て、１つの移動局のＤｃｈデータシンボルに複
数のＤｃｈを使用する場合、連続したチャネル番号のＤ
ｃｈを使用し、チャネル番号が連続する異なる複数のＤ
ｃｈを１つの移動局のＤｃｈデータシンボルに割り当て
るが、連続したチャネル番号のうち先頭のチャネル番号
および末尾のチャネル番号のみが含まれるＤｃｈデータ
シンボルの割当情報およびＬｃｈデータシンボルの割当
情報を制御情報生成部１０５に出力する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　連続するディストリビューテッド・バーチャル・リソース・ブロックの番号をインタリ
ーブして、番号がインタリーブされた前記ディストリビューテッド・バーチャル・リソー
ス・ブロックを、複数のサブキャリアから構成されるフィジカル・リソース・ブロックに
配置する配置部と、
　前記フィジカル・リソース・ブロックを用いて、データを送信する送信部と、
　を有し、
　前記配置部は、一サブフレーム内の周波数領域で連続する２つのフィジカル・リソース
・ブロックに、連続しない番号の２つの前記ディストリビューテッド・バーチャル・リソ
ース・ブロックを配置する、
　送信装置。
【請求項２】
　前記配置部は、前記ディストリビューテッド・バーチャル・リソース・ブロックの番号
を、列方向に書き込み、行方向に読み出すブロックインタリーバを用いて、前記ディスト
リビューテッド・バーチャル・リソース・ブロックの番号をインタリーブする、
　請求項１記載の送信装置。
【請求項３】
　前記配置部は、前記連続する番号のディストリビューテッド・バーチャル・リソース・
ブロックが、周波数領域で分散するように、前記ディストリビューテッド・バーチャル・
リソース・ブロックを、前記フィジカル・リソース・ブロックに配置する、
　請求項１又は２に記載の送信装置。
【請求項４】
　一つ又は連続する番号の複数の前記ディストリビューテッド・バーチャル・リソース・
ブロックを、一つの移動局装置に割り当てる割当部、
　をさらに有する請求項１から３のいずれかに記載の送信装置。
【請求項５】
　前記送信部は、割り当てた前記連続する番号のディストリビューテッド・バーチャル・
リソース・ブロックを示す割当情報を、前記移動局装置に送信する、
　請求項４に記載の送信装置。
【請求項６】
　前記送信部は、割り当てた前記連続する番号のディストリビューテッド・バーチャル・
リソース・ブロックに関する、最初の番号及び個数に基づく割当情報を、前記移動局装置
に送信する、
　請求項４又は５に記載の送信装置。
【請求項７】
　前記配置部は、一サブフレーム内の同一周波数におけるフィジカル・リソース・ブロッ
クに、番号が異なる２つの前記ディストリビューテッド・バーチャル・リソース・ブロッ
クを配置し、前記２つのディストリビューテッド・バーチャル・リソース・ブロックの番
号の差が、所定数以下である、
　請求項１から６のいずれかに記載の送信装置。
【請求項８】
　前記配置部は、一サブフレーム内の同一周波数におけるフィジカル・リソース・ブロッ
クに、番号が異なる２つの前記ディストリビューテッド・バーチャル・リソース・ブロッ
クを配置し、前記２つのディストリビューテッド・バーチャル・リソース・ブロックの番
号の差が、２以下である、
　請求項１から６のいずれかに記載の送信装置。
【請求項９】
　前記配置部は、前記ディストリビューテッド・バーチャル・リソース・ブロックの総数
をNrbとし、同じ番号の前記ディストリビューテッド・バーチャル・リソース・ブロック
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を、周波数領域で、Nrb／2個の間隔で離れた前記フィジカル・リソース・ブロックに配置
する、
　請求項１から８のいずれかに記載の送信装置。
【請求項１０】
　連続するディストリビューテッド・バーチャル・リソース・ブロックの番号をインタリ
ーブして、番号がインタリーブされた前記ディストリビューテッド・バーチャル・リソー
ス・ブロックを、複数のサブキャリアから構成されるフィジカル・リソース・ブロックに
配置する配置工程と、
　前記フィジカル・リソース・ブロックを用いて、データを送信する送信工程と、
　を有し、
　前記配置工程は、一サブフレーム内の周波数領域で連続する２つのフィジカル・リソー
ス・ブロックに、連続しない番号の２つの前記ディストリビューテッド・バーチャル・リ
ソース・ブロックを配置する、
　送信方法。
【請求項１１】
　前記配置工程は、前記ディストリビューテッド・バーチャル・リソース・ブロックの番
号を、列方向に書き込み、行方向に読み出すブロックインタリーバを用いて、前記ディス
トリビューテッド・バーチャル・リソース・ブロックの番号をインタリーブする、
　請求項１０記載の送信方法。
【請求項１２】
　前記配置工程は、前記連続する番号のディストリビューテッド・バーチャル・リソース
・ブロックが、周波数領域で分散するように、前記ディストリビューテッド・バーチャル
・リソース・ブロックを、前記フィジカル・リソース・ブロックに配置する、
　請求項１０又は１１に記載の送信方法。
【請求項１３】
　一つ又は連続する番号の複数の前記ディストリビューテッド・バーチャル・リソース・
ブロックを、一つの移動局装置に割り当てる割当工程、
　をさらに有する請求項１０から１２のいずれかに記載の送信方法。
【請求項１４】
　前記送信工程は、割り当てた前記連続する番号のディストリビューテッド・バーチャル
・リソース・ブロックを示す割当情報を、前記移動局装置に送信する、
　請求項１３に記載の送信方法。
【請求項１５】
　前記送信工程は、割り当てた前記連続する番号のディストリビューテッド・バーチャル
・リソース・ブロックに関する、最初の番号及び個数に基づく割当情報を、前記移動局装
置に送信する、
　請求項１３又は１４に記載の送信方法。
【請求項１６】
　前記配置工程は、一サブフレーム内の同一周波数におけるフィジカル・リソース・ブロ
ックに、番号が異なる２つの前記ディストリビューテッド・バーチャル・リソース・ブロ
ックを配置し、前記２つのディストリビューテッド・バーチャル・リソース・ブロックの
番号の差が、所定数以下である、
　請求項１０から１５のいずれかに記載の送信方法。
【請求項１７】
　前記配置工程は、一サブフレーム内の同一周波数におけるフィジカル・リソース・ブロ
ックに、番号が異なる２つの前記ディストリビューテッド・バーチャル・リソース・ブロ
ックを配置し、前記２つのディストリビューテッド・バーチャル・リソース・ブロックの
番号の差が、２以下である、
　請求項１０から１６のいずれにかに記載の送信方法。
【請求項１８】
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　前記配置工程は、前記ディストリビューテッド・バーチャル・リソース・ブロックの総
数をNrbとし、同じ番号の前記ディストリビューテッド・バーチャル・リソース・ブロッ
クを、周波数領域で、Nrb／2個の間隔で離れた前記フィジカル・リソース・ブロックに配
置する、
　請求項１０から１７のいずれかに記載の送信方法。
【請求項１９】
　連続するディストリビューテッド・バーチャル・リソース・ブロックの番号をインタリ
ーブして、番号がインタリーブされた前記ディストリビューテッド・バーチャル・リソー
ス・ブロックを、複数のサブキャリアから構成されるフィジカル・リソース・ブロックに
配置する配置処理と、
　前記フィジカル・リソース・ブロックを用いて、データを送信する送信処理と、
　を制御し、
　前記配置処理は、一サブフレーム内の周波数領域で連続する２つのフィジカル・リソー
ス・ブロックに、連続しない番号の２つの前記ディストリビューテッド・バーチャル・リ
ソース・ブロックを配置する、
　集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、送信装置、送信方法及び集積回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、無線通信、特に移動体通信では、音声以外に画像やデータなどの様々な情報が伝
送の対象になっている。今後は、さらに高速な伝送に対する要求がさらに高まるであろう
と予想され、高速伝送を行うために、限られた周波数資源をより効率よく利用して、高い
伝送効率を実現する無線伝送技術が求められている。
【０００３】
　このような要求に応え得る無線伝送技術の一つにＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Div
ision Multiplexing）がある。ＯＦＤＭは、多数のサブキャリアを用いてデータを並列伝
送するマルチキャリア伝送技術であり、高い周波数利用効率、マルチパス環境下のシンボ
ル間干渉低減などの特徴を持ち、伝送効率の向上に有効であることが知られている。
【０００４】
　このＯＦＤＭを下り回線に用い、複数の無線通信移動局装置（以下、単に移動局という
）へのデータを複数のサブキャリアに周波数多重する場合に、周波数スケジューリング送
信および周波数ダイバーシチ送信を行うことが検討されている。
【０００５】
　周波数スケジューリング送信では、無線通信基地局装置（以下、単に基地局という）が
各移動局での周波数帯域毎の受信品質に基づいて各移動局に対して適応的にサブキャリア
を割り当てるため、最大限のマルチユーザダイバーシチ効果を得ることができ、非常に効
率良く通信を行うことができる。このような周波数スケジューリング送信は、主に、移動
局の低速移動時のデータ通信または高速データ通信に適した方式である。一方で、周波数
スケジューリング送信には各移動局からの受信品質情報のフィードバックが必要となるた
め、周波数スケジューリング送信は移動局の高速移動時のデータ通信には不向きである。
また、周波数スケジューリングは、通常、サブフレームと呼ばれる送信時間単位で、隣接
するサブキャリアをいくつかまとめてブロック化したリソースブロック（ＲＢ：Resource
 Block）毎に行われる。このような周波数スケジューリング送信を行うためのチャネルは
Localized Channel（以下、Ｌｃｈという）と呼ばれる。
【０００６】
　これに対し、周波数ダイバーシチ送信は、各移動局へのデータを全帯域のサブキャリア
に分散させて割り当てるため、高い周波数ダイバーシチ効果を得ることができる。また、
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周波数ダイバーシチ送信は、移動局からの受信品質情報を必要としないため、上記のよう
に周波数スケジューリング送信が適用困難な状況において有効な方式である。一方で、周
波数ダイバーシチ送信は、各移動局での受信品質と無関係に行われるため、周波数スケジ
ューリング送信のようなマルチユーザダイバーシチ効果を得られない。このような周波数
ダイバーシチ送信を行うためのチャネルはDistributed Channel（以下、Ｄｃｈという）
と呼ばれる。
【０００７】
　また、Ｌｃｈにおける周波数スケジューリング送信とＤｃｈにおける周波数ダイバーシ
チ送信とを同時に行うことが考えられる。すなわち、１ＯＦＤＭシンボルの複数のサブキ
ャリア上においてＬｃｈに使用されるＲＢとＤｃｈに使用されるＲＢとを周波数多重する
ことが考えられる。この際、各ＲＢとＬｃｈとの対応付け、および、各ＲＢとＤｃｈとの
対応付けが予めなされており、サブフレーム単位でどのＲＢをＬｃｈまたはＤｃｈとして
使用するのかを制御する。
【０００８】
　また、Ｄｃｈに使用されるＲＢをさらに複数のサブブロックに分割し、異なるＲＢのサ
ブブロックの組み合わせにより１つのＤｃｈを構成することが検討されている。このとき
、周波数領域で連続する複数のＲＢに対し、連続するチャネル番号の複数のＤｃｈがそれ
ぞれ対応付けられる（例えば、非特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００９】
【非特許文献１】R1-072431 “Comparison between RB-level and Sub-carrier-level Di
stributed Transmission for Shared Data Channel in E-UTRA Downlink”3GPP TSG RAN 
WG1 LTE Meeting ,Kobe, Japan, 7-11 May, 2007
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　ここで、基地局が１移動局に複数のＤｃｈを割り当てる場合、連続したチャネル番号の
複数のＤｃｈを割り当てることが考えられる。これにより、連続したチャネル番号のうち
先頭のチャネル番号および末尾のチャネル番号のみを基地局から移動局に通知することで
、移動局は自局に割り当てられたＤｃｈを判断することができる。よって、Ｄｃｈの割当
結果を通知するための制御情報を削減することができる。
【００１１】
　しかしながら、１移動局に複数のＤｃｈを割り当てる場合、連続するチャネル番号のＤ
ｃｈがそれぞれ配置された複数のＲＢでは、そのＤｃｈが割り当てられたＲＢ内のサブブ
ロックしか使用されない場合がある。そのため、使用されたサブブロック以外の残りのサ
ブブロックが使用されないことにより、通信リソースの利用効率が低下してしまう可能性
がある。
【００１２】
　例えば、周波数領域で連続する１２個のＲＢ＃１～＃１２の各々が２つのサブブロック
に分割され、連続するチャネル番号のＤｃｈ＃１～＃１２とＲＢ＃１～＃１２とを対応付
ける場合、ＲＢ＃１～＃６の一方のサブブロックにＤｃｈ＃１～＃６がそれぞれ対応付け
られ、ＲＢ＃１～＃６の他方のサブブロックにＤｃｈ＃７～＃１２がそれぞれ対応付けら
れる。同様に、ＲＢ＃７～＃１２の一方のサブブロックにＤｃｈ＃１～＃６がそれぞれ対
応付けられ、ＲＢ＃７～＃１２の他方のサブブロックにＤｃｈ＃７～＃１２がそれぞれ対
応付けられる。これにより、Ｄｃｈ＃１は、ＲＢ＃１のサブブロックとＲＢ＃７のサブブ
ロックとにより構成される。Ｄｃｈ＃２～＃１２についても同様である。
【００１３】
　ここで、１移動局にＤｃｈ＃１～＃６を割り当てる場合、ＲＢ＃１～＃１２ではＤｃｈ
＃１～＃６に対応する一方のサブブロックしか使用されず、Ｄｃｈ＃７～＃１２に対応す
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る他方のサブブロックが使用されないことになり、通信リソースの利用効率が低下してし
まう可能性がある。
【００１４】
　本発明の目的は、マルチキャリア通信において周波数スケジューリング送信と周波数ダ
イバーシチ送信とを同時に行う際に、周波数ダイバーシチ送信を行うためのチャネルの通
信リソースの利用効率の低下を防ぐことができる送信装置、送信方法及び集積回路を提供
することである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の一態様に係る送信装置は、連続するディストリビューテッド・バーチャル・リ
ソース・ブロックの番号をインタリーブして、番号がインタリーブされた前記ディストリ
ビューテッド・バーチャル・リソース・ブロックを、複数のサブキャリアから構成される
フィジカル・リソース・ブロックに配置する配置部と、前記フィジカル・リソース・ブロ
ックを用いて、データを送信する送信部と、を有し、前記配置部は、一サブフレーム内の
周波数領域で連続する２つのフィジカル・リソース・ブロックに、連続しない番号の２つ
の前記ディストリビューテッド・バーチャル・リソース・ブロックを配置する。
【００１６】
　本発明の一態様に係る送信方法は、連続するディストリビューテッド・バーチャル・リ
ソース・ブロックの番号をインタリーブして、番号がインタリーブされた前記ディストリ
ビューテッド・バーチャル・リソース・ブロックを、複数のサブキャリアから構成される
フィジカル・リソース・ブロックに配置する配置工程と、前記フィジカル・リソース・ブ
ロックを用いて、データを送信する送信工程と、を有し、前記配置工程は、一サブフレー
ム内の周波数領域で連続する２つのフィジカル・リソース・ブロックに、連続しない番号
の２つの前記ディストリビューテッド・バーチャル・リソース・ブロックを配置する。
【００１７】
　本発明の一態様に係る集積回路は、連続するディストリビューテッド・バーチャル・リ
ソース・ブロックの番号をインタリーブして、番号がインタリーブされた前記ディストリ
ビューテッド・バーチャル・リソース・ブロックを、複数のサブキャリアから構成される
フィジカル・リソース・ブロックに配置する配置処理と、前記フィジカル・リソース・ブ
ロックを用いて、データを送信する送信処理と、を制御し、前記配置処理は、一サブフレ
ーム内の周波数領域で連続する２つのフィジカル・リソース・ブロックに、連続しない番
号の２つの前記ディストリビューテッド・バーチャル・リソース・ブロックを配置する。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、マルチキャリア通信において周波数スケジューリング送信と周波数ダ
イバーシチ送信とを同時に行う際に、周波数ダイバーシチ送信を行うためのチャネルの通
信リソースの利用効率の低下を防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施の形態１に係る基地局の構成を示すブロック図
【図２】本発明の実施の形態１に係る移動局の構成を示すブロック図
【図３】本発明の実施の形態１に係るＬｃｈの配置方法
【図４】本発明の実施の形態１に係るＤｃｈの配置方法（配置方法１：２分割の場合）
【図５】本発明の実施の形態１に係る割当例（配置方法１）
【図６】本発明の実施の形態１に係るＤｃｈの配置方法（配置方法１：３分割の場合）
【図７】本発明の実施の形態１に係るブロックインタリーバを示す図（配置方法２）
【図８】本発明の実施の形態１に係るＤｃｈの配置方法（配置方法２：２分割の場合）
【図９】本発明の実施の形態１に係る割当例（配置方法２）
【図１０】本発明の実施の形態１に係るＤｃｈの配置方法（配置方法２：３分割の場合）
【図１１】本発明の実施の形態１に係るＤｃｈの配置方法（配置方法３：２分割の場合）
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【図１２】本発明の実施の形態１に係る割当例（配置方法３：Ｄｃｈ数２）
【図１３】本発明の実施の形態１に係る割当例（配置方法３：Ｄｃｈ数４）
【図１４】本発明の実施の形態１に係るＤｃｈの配置方法（配置方法３：３分割の場合）
【図１５】本発明の実施の形態１に係るＤｃｈの配置方法（配置方法４：２分割の場合）
【図１６】本発明の実施の形態１に係る割当例（配置方法４：Ｄｃｈ数４）
【図１７】本発明の実施の形態１に係るＤｃｈの配置方法（配置方法４：３分割の場合）
【図１８】本発明の実施の形態１に係るＤｃｈの配置方法（配置方法４：４分割の場合）
【図１９】本発明の実施の形態２に係るＤｃｈの配置方法（切り替え方法１）
【図２０】本発明の実施の形態２に係る割当例（切り替え方法１）
【図２１】本発明の実施の形態３に係るブロックインタリーバを示す図
【図２２】本発明の実施の形態３に係るＤｃｈの配置方法
【図２３】本発明の実施の形態３に係る割当例
【図２４】本発明の実施の形態５に係るブロックインタリーバを示す図（Ｎｒｂ＝１２の
場合）
【図２５】本発明の実施の形態５に係るブロックインタリーバを示す図（Ｎｒｂ＝１４の
場合）
【図２６】本発明の実施の形態５に係るＤｃｈの配置方法（Ｎｒｂ＝１４の場合）
【図２７】本発明の実施の形態５に係るブロックインタリーバ入出力処理を示すフロー図
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施の形態について、添付図面を参照して詳細に説明する。
【００２１】
　（実施の形態１）
　本実施の形態に係る基地局１００の構成を図１に示す。基地局１００は、マルチキャリ
ア信号であるＯＦＤＭシンボルを構成する複数のサブキャリアを複数のＲＢに分け、それ
ら複数のＲＢにおいて、ＲＢ毎にＤｃｈおよびＬｃｈを使用する。また、同一サブフレー
ムでは、１つの移動局に対してＤｃｈまたはＬｃｈのいずれかが割り当てられる。
【００２２】
　基地局１００において、Ｄｃｈデータのための符号化部１１および変調部１２からなる
符号化・変調部１０１－１～１０１－ｎ、Ｌｃｈデータのための符号化部２１および変調
部２２からなる符号化・変調部１０２－１～１０２－ｎ、および、復調部３１および復号
部３２からなる復調・復号部１１５－１～１１５－ｎは、基地局１００が通信可能な移動
局（ＭＳ）の数ｎだけ備えられる。
【００２３】
　符号化・変調部１０１－１～１０１－ｎにおいて、符号化部１１は、移動局＃１～＃ｎ
毎のＤｃｈデータ＃１～＃ｎに対してターボ符号等の符号化処理を行い、変調部１２は、
符号化後のＤｃｈデータに対して変調処理を行ってＤｃｈデータシンボルを生成する。
【００２４】
　符号化・変調部１０２－１～１０２－ｎにおいて、符号化部２１は、移動局＃１～＃ｎ
毎のＬｃｈデータ＃１～＃ｎに対してターボ符号等の符号化処理を行い、変調部２２は、
符号化後のＬｃｈデータに対して変調処理を行ってＬｃｈデータシンボルを生成する。こ
のときの符号化率および変調方式は、適応制御部１１６から入力されるＭＣＳ（Modulati
on and Coding Scheme：ＭＣＳ）情報に従う。
【００２５】
　割当部１０３は、適応制御部１１６からの制御に従って、Ｄｃｈデータシンボルおよび
Ｌｃｈデータシンボルを、ＯＦＤＭシンボルを構成する各サブキャリアに割り当てて多重
部１０４に出力する。この際、割当部１０３は、ＤｃｈデータシンボルおよびＬｃｈデー
タシンボルを、ＲＢ毎にそれぞれまとめて割り当てる。また、割当部１０３は、１つの移
動局のＤｃｈデータシンボルに複数のＤｃｈを使用する場合、連続したチャネル番号のＤ
ｃｈを使用する。つまり、割当部１０３は、チャネル番号が連続する異なる複数のＤｃｈ
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を１つの移動局のＤｃｈデータシンボルに割り当てる。なお、各ＲＢではＤｃｈおよびＬ
ｃｈの配置位置が予め対応付けられている。つまり、割当部１０３は、ＤｃｈおよびＬｃ
ｈと、ＲＢとの対応付けである配置パターンを予め保持し、配置パターンに従ってＤｃｈ
データシンボルおよびＬｃｈデータシンボルを各ＲＢに割り当てる。本実施の形態におけ
るＤｃｈの配置方法の詳細については後述する。また、割当部１０３は、Ｄｃｈデータシ
ンボルの割当情報（どの移動局のＤｃｈデータシンボルをどのＲＢに割り当てたかを示す
情報）およびＬｃｈデータシンボルの割当情報（どの移動局のＬｃｈデータシンボルをど
のＲＢに割り当てたかを示す情報）を制御情報生成部１０５に出力する。例えば、Ｄｃｈ
データシンボルの割当情報には、連続したチャネル番号のうち先頭のチャネル番号および
末尾のチャネル番号のみが含まれる。
【００２６】
　制御情報生成部１０５は、Ｄｃｈデータシンボルの割当情報、Ｌｃｈデータシンボルの
割当情報、および、適応制御部１１６から入力されるＭＣＳ情報からなる制御情報を生成
して符号化部１０６に出力する。
【００２７】
　符号化部１０６は、制御情報に対して符号化処理を行い、変調部１０７は、符号化後の
制御情報に対して変調処理を行って多重部１０４に出力する。
【００２８】
　多重部１０４は、割当部１０３から入力される各データシンボルに制御情報を多重して
ＩＦＦＴ（Inverse Fast Fourier Transform）部１０８に出力する。なお、制御情報の多
重は、例えばサブフレーム毎に行われる。また、本実施の形態においては、制御情報の多
重は、時間多重または周波数多重のいずれでもよい。
【００２９】
　ＩＦＦＴ部１０８は、制御情報およびデータシンボルが割り当てられた複数のＲＢを構
成する複数のサブキャリアに対してＩＦＦＴを行って、マルチキャリア信号であるＯＦＤ
Ｍシンボルを生成する。
【００３０】
　ＣＰ（Cyclic Prefix）付加部１０９は、ＯＦＤＭシンボルの後尾部分と同じ信号をＣ
ＰとしてＯＦＤＭシンボルの先頭に付加する。
【００３１】
　無線送信部１１０は、ＣＰ付加後のＯＦＤＭシンボルに対しＤ／Ａ変換、増幅およびア
ップコンバート等の送信処理を行ってアンテナ１１１から各移動局へ送信する。
【００３２】
　一方、無線受信部１１２は、最大ｎ個の移動局から同時に送信されたｎ個のＯＦＤＭシ
ンボルをアンテナ１１１を介して受信し、これらのＯＦＤＭシンボルに対しダウンコンバ
ート、Ａ／Ｄ変換等の受信処理を行う。
【００３３】
　ＣＰ除去部１１３は、受信処理後のＯＦＤＭシンボルからＣＰを除去する。
【００３４】
　ＦＦＴ（Fast Fourier Transform）部１１４は、ＣＰ除去後のＯＦＤＭシンボルに対し
てＦＦＴを行って、周波数領域で多重された移動局毎の信号を得る。ここで、各移動局は
互いに異なるサブキャリアまたは互いに異なるＲＢを用いて信号を送信しており、移動局
毎の信号にはそれぞれ、各移動局から報告されるＲＢ毎の受信品質情報が含まれている。
なお、各移動局では、ＲＢ毎の受信品質を、受信ＳＮＲ、受信ＳＩＲ、受信ＳＩＮＲ、受
信ＣＩＮＲ、受信電力、干渉電力、ビット誤り率、スループット、所定の誤り率を達成で
きるＭＣＳ等により測定することができる。また、受信品質情報は、ＣＱＩ（Channel Qu
ality Indicator）やＣＳＩ（Channel State Information）等と表されることがある。
【００３５】
　復調・復号部１１５－１～１１５－ｎにおいて、復調部３１は、ＦＦＴ後の信号に対し
て復調処理を行い、復号部３２は、復調後の信号に対して復号処理を行う。これにより、
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受信データが得られる。受信データのうち受信品質情報が適応制御部１１６に入力される
。
【００３６】
　適応制御部１１６は、各移動局から報告されたＲＢ毎の受信品質情報に基づいてＬｃｈ
データに対する適応制御を行う。すなわち、適応制御部１１６は、ＲＢ毎の受信品質情報
に基づいて、符号化・変調部１０２－１～１０２－ｎに対しては、所要誤り率を満たすこ
とができるＭＣＳの選択をＲＢ毎に行ってＭＣＳ情報を出力する。また、適応制御部１１
６は、割当部１０３に対しては、Max SIR法やProportional Fairness法等のスケジューリ
ングアルゴリズムを用いて、Ｌｃｈデータ＃１～＃ｎの各々をどのＲＢに割り当てるかを
決定する周波数スケジューリングを行う。また、適応制御部１１６は、ＲＢ毎のＭＣＳ情
報を制御情報生成部１０５に出力する。
【００３７】
　次に、本実施の形態に係る移動局２００の構成を図２に示す。移動局２００は、複数の
ＲＢに分けられた複数のサブキャリアで構成されるＯＦＤＭシンボルであるマルチキャリ
ア信号を基地局１００（図１）から受信する。また、複数のＲＢにおいて、ＲＢ毎にＤｃ
ｈおよびＬｃｈが使用される。また、同一サブフレームでは、移動局２００に対してＤｃ
ｈまたはＬｃｈのいずれかが割り当てられる。
【００３８】
　移動局２００において、無線受信部２０２は、基地局１００から送信されたＯＦＤＭシ
ンボルをアンテナ２０１を介して受信し、ＯＦＤＭシンボルに対しダウンコンバート、Ａ
／Ｄ変換等の受信処理を行う。
【００３９】
　ＣＰ除去部２０３は、受信処理後のＯＦＤＭシンボルからＣＰを除去する。
【００４０】
　ＦＦＴ部２０４は、ＣＰ除去後のＯＦＤＭシンボルに対してＦＦＴを行って、制御情報
およびデータシンボルが多重された受信信号を得る。
【００４１】
　分離部２０５は、ＦＦＴ後の受信信号を制御信号とデータシンボルとに分離する。そし
て、分離部２０５は、制御信号を復調・復号部２０６に出力し、データシンボルをデマッ
ピング部２０７に出力する。
【００４２】
　復調・復号部２０６において、復調部４１は、制御信号に対して復調処理を行い、復号
部４２は、復調後の信号に対して復号処理を行う。ここで、制御情報は、Ｄｃｈデータシ
ンボルの割当情報、Ｌｃｈデータシンボルの割当情報、および、ＭＣＳ情報を含む。そし
て、復調・復号部２０６は、制御情報のうちＤｃｈデータシンボルの割当情報、Ｌｃｈデ
ータシンボルの割当情報をデマッピング部２０７に出力する。
【００４３】
　デマッピング部２０７は、復調・復号部２０６から入力される割当情報に基づいて、分
離部２０５から入力されるデータシンボルが割り当てられている複数のＲＢから、自局に
割り当てられたデータシンボルを抽出する。なお、基地局１００（図１）と同様、各ＲＢ
では、ＤｃｈおよびＬｃｈの配置位置が予め対応付けられている。つまり、デマッピング
部２０７は、基地局１００の割当部１０３と同一の配置パターンを予め保持し、配置パタ
ーンに従ってＤｃｈデータシンボルおよびＬｃｈデータシンボルを複数のＲＢから抽出す
る。また、上述したように、基地局１００の割当部１０３（図１）では、１つの移動局の
Ｄｃｈデータシンボルに複数のＤｃｈを使用する場合、連続したチャネル番号のＤｃｈを
使用する。また、基地局１００からの制御情報に含まれる割当情報には、連続したチャネ
ル番号のうち先頭のチャネル番号および末尾のチャネル番号のみが示されている。そこで
、デマッピング部２０７は、割当情報に示される先頭のチャネル番号および末尾のチャネ
ル番号に基づいて、自局に割り当てられたＤｃｈデータシンボルに使用されたＤｃｈを特
定する。そして、デマッピング部２０７は、特定されたＤｃｈのチャネル番号と対応付け
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られたＲＢを抽出し、抽出したＲＢに割り当てられているデータシンボルを復調・復号部
２０８に出力する。
【００４４】
　復調・復号部２０８において、復調部５１は、デマッピング部２０７から入力されたデ
ータシンボルに対して復調処理を行い、復号部５２は、復調後の信号に対して復号処理を
行う。これにより、受信データが得られる。
【００４５】
　一方、符号化・変調部２０９において、符号化部６１は、送信データに対してターボ符
号等の符号化処理を行い、変調部６２は、符号化後の送信データに対して変調処理を行っ
てデータシンボルを生成する。ここで、移動局２００は、他の移動局と互いに異なるサブ
キャリアまたは互いに異なるＲＢを用いて送信データを送信しており、送信データには、
ＲＢ毎の受信品質情報が含まれている。
【００４６】
　ＩＦＦＴ部２１０は、符号化・変調部２０９から入力されるデータシンボルが割り当て
られた複数のＲＢを構成する複数のサブキャリアに対してＩＦＦＴを行って、マルチキャ
リア信号であるＯＦＤＭシンボルを生成する。
【００４７】
　ＣＰ付加部２１１は、ＯＦＤＭシンボルの後尾部分と同じ信号をＣＰとしてＯＦＤＭシ
ンボルの先頭に付加する。
【００４８】
　無線送信部２１２は、ＣＰ付加後のＯＦＤＭシンボルに対しＤ／Ａ変換、増幅およびア
ップコンバート等の送信処理を行ってアンテナ２０１から基地局１００（図１）へ送信す
る。
【００４９】
　次に、本実施の形態におけるＤｃｈのチャネルの配置方法について説明する。以下の説
明では、図３に示すように、１ＯＦＤＭシンボルを構成する複数のサブキャリアがＲＢ＃
１～＃１２の１２個のＲＢに均等に分割して構成される場合を一例に挙げて説明する。ま
た、各ＲＢによりＬｃｈ＃１～＃１２またはＤｃｈ＃１～＃１２が構成され、適応制御部
１１６により、各移動局が使用するチャネルを制御する。また、図３に示す各ＲＢにおけ
るＬｃｈの構成、および、以下に示す各ＲＢにおけるＤｃｈの構成は、割当部１０３に予
め対応付けられている。
【００５０】
　ここで、ＬｃｈについてはＲＢ単位で周波数スケジューリングが行われるため、Ｌｃｈ
に使用される各ＲＢには、それぞれ１つの移動局だけへのＬｃｈデータシンボルが含まれ
る。つまり、１つのＲＢにより１つの移動局に対する１つのＬｃｈが構成される。よって
、図３に示すように、ＲＢ＃１～＃１２によりＬｃｈ＃１～＃１２がそれぞれ配置される
。つまり、各Ｌｃｈの割当単位は「１ＲＢ×１サブフレーム」である。
【００５１】
　一方、Ｄｃｈについては周波数ダイバーシチ送信が行われるため、Ｄｃｈに使用される
ＲＢには、それぞれ、複数のＤｃｈデータシンボルが含まれる。ここでは、Ｄｃｈに使用
される各ＲＢは２つのサブブロックに時間分割され、各サブブロックに異なるＤｃｈがそ
れぞれ配置される。つまり、１ＲＢでは複数の異なるＤｃｈが時間多重される。また、異
なる２つのＲＢのサブブロックにより１つのＤｃｈが構成される。つまり、各Ｄｃｈの割
当単位は「（１ＲＢ×１／２サブフレーム）×２」であり、各Ｌｃｈの割当単位と同一で
ある。
【００５２】
　＜配置方法１（図４）＞
　本配置方法では、１ＲＢに連続するチャネル番号のＤｃｈを配置する。
【００５３】
　まず、Ｄｃｈのチャネル番号とそのＤｃｈが配置されるＲＢのＲＢ番号との関係式を示
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す。
【００５４】
　１ＲＢあたりのサブブロック分割数がＮｄである場合、連続するチャネル番号のＤｃｈ
＃（Ｎｄ・（ｋ－１）＋１）,Ｄｃｈ＃（Ｎｄ・（ｋ－１）＋２）,…,Ｄｃｈ＃（Ｎｄ・
ｋ）が配置されるＲＢのＲＢ番号ｊは、次式（１）で与えられる。
【数１】

　ただし、ｋ＝１，２，…，ｆｌｏｏｒ（Ｎｒｂ／Ｎｄ）とする。また、演算子ｆｌｏｏ
ｒ（ｘ）はｘを超えない最大の整数を表す。また、ＮｒｂはＲＢ数である。ここで、ｆｌ
ｏｏｒ（Ｎｒｂ／Ｎｄ）は同一のＤｃｈが配置されるＲＢ間隔となる。
【００５５】
　すなわち、同一のＲＢに配置され、かつ、チャネル番号が連続するＮｄ個のＤｃｈ＃（
Ｎｄ・（ｋ－１）＋１）,Ｄｃｈ＃（Ｎｄ・（ｋ－１）＋２）,…,Ｄｃｈ＃（Ｎｄ・ｋ）
は、周波数領域でｆｌｏｏｒ（Ｎｒｂ／Ｎｄ）ＲＢの間隔で離れたＮｄ個のＲＢ＃（ｊ）
に分散配置される。
【００５６】
　ここでは、Ｎｒｂ＝１２、Ｎｄ＝２であるので、上式（１）は、ｊ＝ｋ＋６・ｐ　（ｐ
＝０，１）となる。ただし、ｋ＝１，２，…,６である。これにより、チャネル番号が連
続する２個のＤｃｈ＃（２ｋ－１）およびＤｃｈ＃（２ｋ）は、周波数領域で６（＝１２
／２）ＲＢの間隔で離れたＲＢ＃（ｋ）およびＲＢ＃（ｋ＋６）の２ＲＢに分散配置され
る。
【００５７】
　具体的には、図４に示すように、Ｄｃｈ＃１，＃２がＲＢ＃１（ＲＢ＃７）に配置され
、Ｄｃｈ＃３，＃４がＲＢ＃２（ＲＢ＃８）に配置され、Ｄｃｈ＃５，＃６がＲＢ＃３（
ＲＢ＃９）に配置され、Ｄｃｈ＃７，＃８がＲＢ＃４（ＲＢ＃１０）に配置され、Ｄｃｈ
＃９，＃１０がＲＢ＃５（ＲＢ＃１１）に配置され、Ｄｃｈ＃１１，＃１２がＲＢ＃６（
ＲＢ＃１２）に配置される。
【００５８】
　次に、１つの移動局のＤｃｈデータシンボルに対して、Ｄｃｈ＃１～＃４の連続する４
個のＤｃｈを使用する場合の基地局１００の割当部１０３（図１）における割当例を図５
に示す。ここで、割当部１０３は、図４に示すＤｃｈの配置パターンを保持し、図４に示
す配置パターンに従ってＤｃｈデータシンボルをＲＢに割り当てる。
【００５９】
　割当部１０３は、図５に示すように、Ｄｃｈデータシンボルを、Ｄｃｈ＃１を構成する
ＲＢ＃１のサブブロックおよびＲＢ＃７のサブブロックと、Ｄｃｈ＃２を構成するＲＢ＃
１のサブブロックおよびＲＢ＃７のサブブロックと、Ｄｃｈ＃３を構成するＲＢ＃２のサ
ブブロックおよびＲＢ＃８のサブブロックと、Ｄｃｈ＃４を構成するＲＢ＃２のサブブロ
ックおよびＲＢ＃８のサブブロックとに割り当てる。すなわち、Ｄｃｈデータシンボルは
、図５に示すように、ＲＢ＃１，＃２，＃７，＃８に割り当てられる。
【００６０】
　また、割当部１０３は、図５に示すように、Ｄｃｈデータシンボルが割り当てられたＲ
Ｂ以外の残りのＲＢ＃３～＃６およびＲＢ＃９～＃１２にＬｃｈデータシンボルを割り当
てる。つまり、図３に示すＬｃｈ＃３～＃６およびＬｃｈ＃９～＃１２がＬｃｈデータシ
ンボルに使用される。
【００６１】
　次いで、移動局２００に対して、Ｄｃｈ＃１～＃４の連続する４個のＤｃｈを使用した
Ｄｃｈデータシンボルが割り当てられた場合の、移動局２００のデマッピング部２０７（



(12) JP 2016-123108 A 2016.7.7

10

20

30

40

50

図２）における抽出例について説明する。ここで、デマッピング部２０７は、割当部１０
３と同様、図４に示すＤｃｈの配置パターンを保持し、図４に示す配置パターンに従って
Ｄｃｈデータシンボルを複数のＲＢから抽出する。また、基地局１００から移動局２００
に通知されるＤｃｈデータシンボルの割当情報には、先頭のチャネル番号であるＤｃｈ＃
１と、末尾のチャネル番号であるＤｃｈ＃４とが示される。
【００６２】
　デマッピング部２０７は、Ｄｃｈデータシンボルの割当情報に示されるＤｃｈのチャネ
ル番号がＤｃｈ＃１およびＤｃｈ＃４であるため、自局宛てのＤｃｈデータシンボルに使
用されているＤｃｈがＤｃｈ＃１～＃４の連続する４個のＤｃｈであることを特定する。
そして、デマッピング部２０７は、割当部１０３と同様にして、図５に示すように、ＲＢ
＃１のサブブロックおよびＲＢ＃７のサブブロックで構成されるＤｃｈ＃１と、ＲＢ＃１
のサブブロックおよびＲＢ＃７のサブブロックで構成されるＤｃｈ＃２と、ＲＢ＃２のサ
ブブロックおよびＲＢ＃８のサブブロックで構成されるＤｃｈ＃３と、ＲＢ＃２のサブブ
ロックおよびＲＢ＃８のサブブロックで構成されるＤｃｈ＃４とを抽出する。すなわち、
デマッピング部２０７は、図５に示すように、ＲＢ＃１，＃２，＃７，＃８に割り当てら
れたＤｃｈデータシンボルを自局宛てのデータシンボルとして抽出する。
【００６３】
　このように、本配置方法では、１ＲＢに連続するチャネル番号のＤｃｈが配置されるた
め、１つの移動局が複数のＤｃｈを使用する場合、１つのＲＢのサブブロックがすべて使
用された後に別のＲＢが使用される。これにより、１ＲＢを構成する複数のサブブロック
のうち、一部のサブブロックにデータシンボルが割り当てられる一方、それ以外のサブブ
ロックが使用されなくなることを最小限にすることができる。よって、本配置方法によれ
ば、Ｌｃｈにおける周波数スケジューリング送信とＤｃｈにおける周波数ダイバーシチ送
信とを同時に行う際に、周波数ダイバーシチ送信を行うためのチャネルのリソース利用効
率の低下を防ぐことができる。また、本配置方法によれば、Ｄｃｈに使用されるＲＢの通
信リソースの利用効率の低下を防ぐことができるため、Ｌｃｈに使用できるＲＢの数が多
くなり、より多くの周波数帯域に対して周波数スケジューリングを行うことができる。
【００６４】
　また、本配置方法によれば、１つの移動局が複数のＤｃｈを使用する場合、チャネル番
号が連続する複数のＤｃｈが周波数領域で連続したＲＢに配置される。このため、Ｌｃｈ
に使用できるＲＢ、すなわち、Ｄｃｈで使用したＲＢ以外の残りのＲＢについても周波数
上で連続する。例えば、伝搬路の周波数選択性が緩やかな場合や各ＲＢの帯域幅が狭い場
合、周波数選択性フェージングの相関帯域幅に対してＲＢの帯域幅が狭くなる。このとき
、回線品質が高い周波数帯域では回線品質が良いＲＢが連続する。よって、周波数選択性
フェージングの相関帯域幅に対してＲＢの帯域幅が狭くなる場合に、本配置方法を用いる
ことで、周波数領域で連続したＲＢをＬｃｈに使用することができるため、周波数スケジ
ューリング効果をより向上することができる。
【００６５】
　また、本配置方法によれば、連続したチャネル番号の複数のＬｃｈを割り当てることが
できる。このため、基地局が１つの移動局に複数のＬｃｈを割り当てる場合、連続したチ
ャネル番号のうち先頭のチャネル番号および末尾のチャネル番号のみを基地局から移動局
に通知すればよい。よって、Ｄｃｈの割当結果を通知する場合と同様に、Ｌｃｈの割当結
果を通知するための制御情報を削減することができる。
【００６６】
　なお、本配置方法では、Ｄｃｈを使用する場合に１ＲＢを２分割する場合について説明
したが、１ＲＢの分割数は２に限らず、１ＲＢを３分割以上に分割してもよい。例えば、
Ｄｃｈを使用する場合に１ＲＢを３分割する場合の配置方法を図６に示す。図６に示すよ
うに、１ＲＢに連続する３つのＤｃｈが配置されるため、本配置方法と同様の効果を得る
ことができる。また、図６に示すように、１Ｄｃｈは３ＲＢに分散して構成されるため、
２分割の場合よりもダイバーシチ効果を向上することができる。
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【００６７】
　＜配置方法２（図８）＞
　本配置方法では、チャネル番号が連続する異なる複数のＤｃｈを１つのＲＢに配置する
点は配置方法１と同じであるが、上記１つのＲＢと周波数領域で分散配置されたＲＢに、
前記複数のＤｃｈのうち最小番号または最大番号のＤｃｈとチャネル番号が連続するＤｃ
ｈを配置する点が配置方法１と相違する。
【００６８】
　本配置方法では、配置方法１（図４）と同様、連続するチャネル番号のＤｃｈが同一Ｒ
Ｂに配置される。すなわち、図８に示すＤｃｈ＃１～＃１２のうち、（Ｄｃｈ＃１，＃２
）、（Ｄｃｈ＃３，＃４）、（Ｄｃｈ＃５，＃６）、（Ｄｃｈ＃７，＃８）、（Ｄｃｈ＃
９，＃１０）および（Ｄｃｈ＃１１，＃１２）がそれぞれ同一ＲＢで構成されるＤｃｈの
組み合わせである。
【００６９】
　さらに、上記複数の組み合わせのうち、一方の組み合わせに含まれるＤｃｈのうち最小
番号または最大番号のＤｃｈとチャネル番号が連続するＤｃｈが含まれる組み合わせを周
波数領域で分散したＲＢに配置する。すなわち、連続するチャネル番号のＤｃｈ＃２およ
びＤｃｈ＃３がそれぞれ含まれる（Ｄｃｈ＃１，＃２）と（Ｄｃｈ＃３，４）とが分散し
た異なるＲＢに配置され、連続するチャネル番号のＤｃｈ＃４およびＤｃｈ＃５がそれぞ
れ含まれる（Ｄｃｈ＃３，＃４）と（Ｄｃｈ＃５，＃６）とが分散した異なるＲＢに配置
され、連続するチャネル番号のＤｃｈ＃６およびＤｃｈ＃７がそれぞれ含まれる（Ｄｃｈ
＃５，＃６）と（Ｄｃｈ＃７，＃８）とが分散した異なるＲＢに配置され、連続するチャ
ネル番号のＤｃｈ＃８およびＤｃｈ＃９がそれぞれ含まれる（Ｄｃｈ＃７，＃８）と（Ｄ
ｃｈ＃９，＃１０）とが分散した異なるＲＢに配置され、連続するチャネル番号のＤｃｈ
＃１０およびＤｃｈ＃１１がそれぞれ含まれる（Ｄｃｈ＃９，＃１０）と（Ｄｃｈ＃１１
，＃１２）とが分散した異なるＲＢに配置される。
【００７０】
　ここで、配置方法１と同様にして、Ｄｃｈのチャネル番号とそのＤｃｈが配置されるＲ
ＢのＲＢ番号との関係式を示す。
【００７１】
　組み合わせｋに含まれる連続するチャネル番号のＤｃｈ＃（Ｎｄ・（ｋ－１）＋１）,
Ｄｃｈ＃（Ｎｄ・（ｋ－１）＋２）,…,Ｄｃｈ＃（Ｎｄ・ｋ）が配置されるＲＢのＲＢ番
号ｊは、次式（２）で与えられる。
【数２】

　ここで、ｑ（ｋ）は、２行×（ｆｌｏｏｒ（Ｎｒｂ／Ｎｄ）／２）列のブロックインタ
リーバにより与えられる。なお、ブロックインタリーバの行数を２としたが、ｆｌｏｏｒ
（Ｎｒｂ／Ｎｄ）以下である任意の正の整数でもよい。これにより、組み合わせｋと、組
み合わせｋに含まれるＤｃｈのうち最小番号または最大番号のＤｃｈとチャネル番号が連
続するＤｃｈが含まれる組み合わせ（組み合わせｋ－１または組み合わせｋ＋１）とを分
散した異なるＲＢ番号のＲＢに配置することができる。
【００７２】
　ここでは、Ｎｒｂ＝１２、Ｎｄ＝２であるので、上式（２）は、ｊ＝ｑ（ｋ）＋６・ｐ
　（ｐ＝０，１）となる。また、ｑ（ｋ）は、図７に示すように、２行×３列のブロック
インタリーバにより与えられる。すなわち、図７に示すように、ｋ＝１，２，３，４，５
，６に対して、ｑ（ｋ）＝１，４，２，５，３，６が得られる。よって、チャネル番号が
連続する２つのＤｃｈ＃（２ｋ－１）およびＤｃｈ＃（２ｋ）は、周波数領域で６（＝１
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２／２）ＲＢの間隔で離れたＲＢ＃（ｑ（ｋ））およびＲＢ＃（ｑ（ｋ）＋６）の２ＲＢ
に分散配置される。
【００７３】
　具体的には、例えば、図８に示すように、Ｄｃｈ＃１，＃２がＲＢ＃１（ＲＢ＃７）に
配置され、Ｄｃｈ＃５，＃６がＲＢ＃２（ＲＢ＃８）に配置され、Ｄｃｈ＃９，＃１０が
ＲＢ＃３（ＲＢ＃９）に配置され、Ｄｃｈ＃３，＃４がＲＢ＃４（ＲＢ＃１０）に配置さ
れ、Ｄｃｈ＃７，＃８がＲＢ＃５（ＲＢ＃１１）に配置され、Ｄｃｈ＃１１，＃１２がＲ
Ｂ＃６（ＲＢ＃１２）に配置される。
【００７４】
　次に、配置方法１と同様、１つの移動局のＤｃｈデータシンボルに対して、Ｄｃｈ＃１
～＃４の連続する４個のＤｃｈを使用する場合の基地局１００の割当部１０３（図１）に
おける割当例を図９に示す。ここで、割当部１０３は、図８に示すＤｃｈの配置パターン
を保持し、図８に示す配置パターンに従ってＤｃｈデータシンボルをＲＢに割り当てる。
【００７５】
　割当部１０３は、図９に示すように、Ｄｃｈ＃１を構成するＲＢ＃１のサブブロックお
よびＲＢ＃７のサブブロックと、Ｄｃｈ＃２を構成するＲＢ＃１のサブブロックおよびＲ
Ｂ＃７のサブブロックと、Ｄｃｈ＃３を構成するＲＢ＃４のサブブロックおよびＲＢ＃１
０のサブブロックと、Ｄｃｈ＃４を構成するＲＢ＃４のサブブロックおよびＲＢ＃１０の
サブブロックとにＤｃｈデータシンボルを割り当てる。すなわち、Ｄｃｈデータシンボル
は、図９に示すように、ＲＢ＃１，＃４，＃７，＃１０に割り当てられる。
【００７６】
　また、割当部１０３は、図９に示すように、Ｄｃｈデータシンボルが割り当てられたＲ
Ｂ以外の残りのＲＢ＃２、＃３、＃５、＃６、＃８、＃９、＃１１，＃１２にＬｃｈデー
タシンボルを割り当てる。つまり、図３に示すＬｃｈ＃２、＃３、＃５、＃６、＃８、＃
９、＃１１，＃１２がＬｃｈデータシンボルに使用される。
【００７７】
　次いで、配置方法１と同様、移動局２００に対して、Ｄｃｈ＃１～＃４の連続する４個
のＤｃｈを使用したＤｃｈデータシンボルが割り当てられた場合の、移動局２００のデマ
ッピング部２０７（図２）における抽出例について説明する。ここで、デマッピング部２
０７は、割当部１０３と同様、図８に示すＤｃｈの配置パターンを保持し、図８に示す配
置パターンに従ってＤｃｈデータシンボルを複数のＲＢから抽出する。また、配置方法１
と同様、基地局１００から移動局２００に通知されるＤｃｈデータシンボルの割当情報に
は、先頭のチャネル番号であるＤｃｈ＃１と、末尾のチャネル番号であるＤｃｈ＃４とが
示される。
【００７８】
　デマッピング部２０７は、Ｄｃｈデータシンボルの割当情報に示されるＤｃｈのチャネ
ル番号がＤｃｈ＃１およびＤｃｈ＃４であるため、自局宛てのＤｃｈデータシンボルに使
用されているＤｃｈがＤｃｈ＃１～＃４の連続する４個のＤｃｈであることを特定する。
そして、デマッピング部２０７は、割当部１０３と同様にして、図９に示すように、ＲＢ
＃１のサブブロックおよびＲＢ＃７のサブブロックで構成されるＤｃｈ＃１と、ＲＢ＃１
のサブブロックおよびＲＢ＃７のサブブロックで構成されるＤｃｈ＃２と、ＲＢ＃４のサ
ブブロックおよびＲＢ＃１０のサブブロックで構成されるＤｃｈ＃３と、ＲＢ＃４のサブ
ブロックおよびＲＢ＃１０のサブブロックで構成されるＤｃｈ＃４とを抽出する。すなわ
ち、デマッピング部２０７は、図９に示すように、ＲＢ＃１，＃４，＃７，＃１０に割り
当てられたＤｃｈデータシンボルを自局宛てのデータシンボルとして抽出する。
【００７９】
　本配置方法では、配置方法１と同様に、Ｄｃｈデータシンボルが４つのＲＢに割り当て
られ、Ｌｃｈデータシンボルが８つのＲＢに割り当てられる。ただし、本配置方法では、
図９に示すように、ＤｃｈデータシンボルがＲＢ＃１、ＲＢ＃４、ＲＢ＃７およびＲＢ＃
１０に３ＲＢ毎に分散して割り当てられるため、配置方法１（図５）よりも周波数ダイバ
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ーシチ効果を向上することができる。また、Ｄｃｈデータシンボルが分散されたＲＢに割
り当てられることによって、図９に示すように、Ｌｃｈデータシンボルも分散されるため
、より広い帯域に渡るＲＢを使用して周波数スケジューリングを行うことが可能となる。
【００８０】
　このようにして、本配置方法では、チャネル番号が連続する複数の異なるＤｃｈが配置
された１つのＲＢと周波数領域で分散配置されたＲＢに、上記複数の異なるＤｃｈのうち
最小番号または最大番号のＤｃｈとチャネル番号が連続するＤｃｈを配置する。このため
、１つの移動局のデータシンボルに対して複数のＤｃｈを使用する場合でも、各ＲＢのサ
ブブロックの一部が使用されなくなることを防ぎつつ、データシンボルを広い帯域に分散
して割り当てることができる。よって、本配置方法によれば、配置方法１と同様の効果を
得ることができ、さらに、周波数ダイバーシチ効果を向上することができる。また、本配
置方法によれば、Ｄｃｈに使用するＲＢが分散されるため、Ｄｃｈに使用されるＲＢ以外
の残りのＲＢ、つまり、Ｌｃｈとして使用されるＲＢも分散させることができる。これよ
り、本配置方法によれば、周波数スケジューリング効果を向上することができる。
【００８１】
　なお、本配置方法では、Ｄｃｈを使用する場合に１ＲＢを２分割する場合について説明
したが、１ＲＢの分割数は２に限らず、１ＲＢを３分割以上に分割してもよい。例えば、
Ｄｃｈを使用する場合に１ＲＢを３分割する場合の配置方法を図１０に示す。図１０に示
すように、連続するＤｃｈを含む異なるＲＢは、周波数領域に分散されるため、本配置方
法と同様の効果を得ることができる。また、図１０に示すように、１Ｄｃｈは３ＲＢに分
散して構成されるため、２分割の場合よりもダイバーシチ効果を向上することができる。
【００８２】
　＜配置方法３（図１１）＞
　本配置方法では、連続するチャネル番号のＤｃｈを異なるＲＢに配置し、かつ、１ＲＢ
に所定数以内のチャネル番号のＤｃｈを配置する。
【００８３】
　以下、具体的に説明する。ここでは、所定数を２とする。つまり、同一ＲＢ内に含まれ
る互いに異なるＤｃｈのチャネル番号の差を２以内とする。
【００８４】
　まず、Ｄｃｈのチャネル番号とそのＤｃｈが配置されるＲＢのＲＢ番号との関係式を示
す。
【００８５】
　組み合わせｋに含まれる互いに異なるＤｃｈが配置されるＲＢのＲＢ番号ｊは、配置方
法２と同様の式（２）で与えられる。ただし、配置方法２では、組み合わせｋに含まれる
Ｄｃｈのチャネル番号は連続するのに対し、本配置方法では、組み合わせｋに含まれるＤ
ｃｈのチャネル番号は所定数だけ離れる。また、組み合わせ番号ｋは、チャネル番号がよ
り小さいＤｃｈの組み合わせに対して、より小さい値が付与される。
【００８６】
　ここでは、Ｎｒｂ＝１２、Ｎｄ＝２であるので、配置方法２と同様、ｊ＝ｑ（ｋ）＋６
・ｐ　（ｐ＝０，１）となる。ただし、ｋ＝１，２，…,６である。また、ｑ（ｋ）も、
配置方法２と同様、図７に示す２行×３列のブロックインタリーバにより与えられる。よ
って、組み合わせｋに含まれるＤｃｈは、周波数領域で６（＝１２／２）ＲＢの間隔で離
れたＲＢ＃（ｑ（ｋ））およびＲＢ＃（ｑ（ｋ）＋６）の２ＲＢに分散配置される。ただ
し、所定数が２であるので、組み合わせ１（ｋ＝１）は（Ｄｃｈ＃１，＃３）となり、組
み合わせ２（ｋ＝２）は（Ｄｃｈ＃２，＃４）となる。組み合わせ３～６についても同様
である。
【００８７】
　よって、図１１に示すように、Ｄｃｈ＃１，＃３がＲＢ＃１（ＲＢ＃７）に配置され、
Ｄｃｈ＃５，＃７がＲＢ＃２（ＲＢ＃８）に配置され、Ｄｃｈ＃９，＃１１がＲＢ＃３（
ＲＢ＃９）に配置され、Ｄｃｈ＃２，＃４がＲＢ＃４（ＲＢ＃１０）に配置され、Ｄｃｈ



(16) JP 2016-123108 A 2016.7.7

10

20

30

40

50

＃６，＃８がＲＢ＃５（ＲＢ＃１１）に配置され、Ｄｃｈ＃１０，＃１２がＲＢ＃６（Ｒ
Ｂ＃１２）に配置される。
【００８８】
　次に、１つの移動局のＤｃｈデータシンボルに対して、Ｄｃｈ＃１，＃２の連続する２
個のＤｃｈを使用する場合、つまり、１つの移動局のＤｃｈデータシンボルに使用するＤ
ｃｈの数が少ない場合の基地局１００の割当部１０３（図１）における割当方法を図１２
に示す。ここで、割当部１０３は、図１１に示すＤｃｈの配置パターンを保持し、図１１
に示す配置パターンに従ってＤｃｈデータシンボルをＲＢに割り当てる。
【００８９】
　割当部１０３は、図１２に示すように、Ｄｃｈ＃１を構成するＲＢ＃１のサブブロック
およびＲＢ＃７のサブブロックと、Ｄｃｈ＃２を構成するＲＢ＃４のサブブロックおよび
ＲＢ＃１０のサブブロックとにＤｃｈデータシンボルを割り当てる。すなわち、Ｄｃｈデ
ータシンボルは、図１２に示すように、周波数領域で分散したＲＢ＃１，＃４，＃７，＃
１０に割り当てられる。
【００９０】
　次いで、移動局２００に対して、Ｄｃｈ＃１，＃２の連続する２個のＤｃｈを使用した
Ｄｃｈデータシンボルが割り当てられた場合の、移動局２００のデマッピング部２０７（
図２）における抽出例について説明する。ここで、デマッピング部２０７は、割当部１０
３と同様、図１１に示すＤｃｈの配置パターンを保持し、図１１に示す配置パターンに従
ってＤｃｈデータシンボルを複数のＲＢから抽出する。また、基地局１００から移動局２
００に通知されるＤｃｈデータシンボルの割当情報には、先頭のチャネル番号であるＤｃ
ｈ＃１と、末尾のチャネル番号であるＤｃｈ＃２とが示される。
【００９１】
　デマッピング部２０７は、Ｄｃｈデータシンボルの割当情報に示されるＤｃｈのチャネ
ル番号がＤｃｈ＃１およびＤｃｈ＃２であるため、自局宛てのＤｃｈデータシンボルに使
用されているＤｃｈがＤｃｈ＃１，＃２の連続する２個のＤｃｈであることを特定する。
そして、デマッピング部２０７は、割当部１０３と同様にして、図１２に示すように、Ｒ
Ｂ＃１のサブブロックおよびＲＢ＃７のサブブロックで構成されるＤｃｈ＃１と、ＲＢ＃
４のサブブロックおよびＲＢ＃１０のサブブロックで構成されるＤｃｈ＃２とを抽出する
。すなわち、デマッピング部２０７は、図１２に示すように、周波数領域で分散したＲＢ
＃１，＃４，＃７，＃１０に割り当てられたＤｃｈデータシンボルを自局宛てのデータシ
ンボルとして抽出する。
【００９２】
　このように、１つの移動局のＤｃｈデータシンボルに対して使用するＤｃｈの数が少な
い場合、つまり、割り当てられるＲＢが少ない場合には、全帯域に対する通信リソースの
利用効率低下の影響が少ない。よって、ＲＢ内で割り当てられたサブブロック以外のサブ
ブロックが使用されない可能性があるものの周波数ダイバーシチ効果を優先して得ること
ができる。
【００９３】
　一方、１つの移動局のＤｃｈデータシンボルに対して、Ｄｃｈ＃１～＃４の連続する４
個のＤｃｈを使用する場合、つまり、１つの移動局のＤｃｈデータシンボルに使用するＤ
ｃｈの数が多い場合の基地局１００の割当部１０３（図１）における割当例を図１３に示
す。ここで、割当部１０３は、図１１に示すＤｃｈの配置パターンを保持し、図１１に示
す配置パターンに従ってＤｃｈデータシンボルをＲＢに割り当てる。
【００９４】
　割当部１０３は、図１３に示すように、Ｄｃｈ＃１を構成するＲＢ＃１のサブブロック
およびＲＢ＃７のサブブロックと、Ｄｃｈ＃２を構成するＲＢ＃４のサブブロックおよび
ＲＢ＃１０のサブブロックと、Ｄｃｈ＃３を構成するＲＢ＃１のサブブロックおよびＲＢ
＃７のサブブロックと、Ｄｃｈ＃４を構成するＲＢ＃４のサブブロックおよびＲＢ＃１０
のサブブロックとにＤｃｈデータシンボルを割り当てる。すなわち、Ｄｃｈデータシンボ
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ルは、図１３に示すように、図１２と同様、周波数領域で分散したＲＢ＃１，＃４，＃７
，＃１０に割り当てられる。また、図１３では、ＲＢ＃１，＃４，＃７，＃１０のすべて
のサブブロックにＤｃｈデータシンボルが割り当てられる。
【００９５】
　次いで、移動局２００に対して、Ｄｃｈ＃１～＃４の連続する４個のＤｃｈを使用した
Ｄｃｈデータシンボルが割り当てられた場合の、移動局２００のデマッピング部２０７（
図２）における抽出例について説明する。ここで、デマッピング部２０７は、割当部１０
３と同様、図１１に示すＤｃｈの配置パターンを保持し、図１１に示す配置パターンに従
ってＤｃｈデータシンボルを複数のＲＢから抽出する。また、基地局１００から移動局２
００に通知されるＤｃｈデータシンボルの割当情報には、先頭のチャネル番号であるＤｃ
ｈ＃１と、末尾のチャネル番号であるＤｃｈ＃４とが示される。
【００９６】
　デマッピング部２０７は、Ｄｃｈデータシンボルの割当情報に示されるＤｃｈのチャネ
ル番号がＤｃｈ＃１およびＤｃｈ＃４であるため、自局宛てのＤｃｈデータシンボルに使
用されているＤｃｈがＤｃｈ＃１～＃４の連続する４個のＤｃｈであることを特定する。
そして、デマッピング部２０７は、割当部１０３と同様にして、図１３に示すように、Ｒ
Ｂ＃１のサブブロックおよびＲＢ＃７のサブブロックで構成されるＤｃｈ＃１と、ＲＢ＃
４のサブブロックおよびＲＢ＃１０のサブブロックで構成されるＤｃｈ＃２と、ＲＢ＃１
のサブブロックおよびＲＢ＃７のサブブロックで構成されるＤｃｈ＃３と、ＲＢ＃４のサ
ブブロックおよびＲＢ＃１０のサブブロックで構成されるＤｃｈ＃４とを抽出する。すな
わち、デマッピング部２０７は、図１３に示すように、ＲＢ＃１，＃４，＃７，＃１０の
すべてのサブブロックに割り当てられたＤｃｈデータシンボルを自局宛てのデータシンボ
ルとして抽出する。
【００９７】
　このように、１つの移動局のＤｃｈデータシンボルに対して使用するＤｃｈの数が多い
場合、つまり、割り当てられるＲＢが多い場合でも、周波数ダイバーシチ効果を得つつ、
ＲＢ内のすべてのサブブロックを使用することができる。
【００９８】
　このようにして、本配置方法では、連続するチャネル番号のＤｃｈを異なるＲＢに配置
し、１ＲＢに所定数以内のチャネル番号のＤｃｈを配置する。これにより、１つの移動局
のＤｃｈデータシンボルに使用されるＤｃｈの数が少ない場合には、周波数ダイバーシチ
効果を向上させることができる。また、１つの移動局のＤｃｈデータシンボルに使用され
るＤｃｈの数が多い場合でも、通信リソースの利用効率を低下させることなく、周波数ダ
イバーシチ効果を向上させることができる。
【００９９】
　なお、本配置方法では、Ｄｃｈを使用する場合に１ＲＢを２分割する場合について説明
したが、１ＲＢの分割数は２に限らず、１ＲＢを３分割以上に分割してもよい。例えば、
Ｄｃｈを使用する場合に１ＲＢを３分割する場合の配置方法を図１４に示す。図１４に示
すように、連続するチャネル番号のＤｃｈが異なるＲＢに配置され、１ＲＢに所定数２以
内のチャネル番号のＤｃｈが配置されるため、本配置方法と同様の効果を得ることができ
る。また、図１４に示すように、１Ｄｃｈは３ＲＢに分散して構成されるため、２分割の
場合よりもダイバーシチ効果を向上することができる。
【０１００】
　＜配置方法４（図１５）＞　
　本配置方法では、チャネル番号が連続する異なる複数のＤｃｈを１つのＲＢに配置する
点は配置方法１と同じであるが、同じＤｃｈが配置されたＲＢが帯域の両端から順番に割
り当てられる点が配置方法１と相違する。
【０１０１】
　本配置方法では、配置方法１（図４）と同様、連続するチャネル番号のＤｃｈが同一Ｒ
Ｂに配置される。すなわち、図１５に示すＤｃｈ＃１～＃１２のうち、（Ｄｃｈ＃１，＃
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２）、（Ｄｃｈ＃３，＃４）、（Ｄｃｈ＃５，＃６）、（Ｄｃｈ＃７，＃８）、（Ｄｃｈ
＃９，＃１０）および（Ｄｃｈ＃１１，＃１２）がそれぞれ同一ＲＢで構成されるＤｃｈ
の組み合わせである。
【０１０２】
　さらに、上記組み合わせのＤｃｈが配置される２つのＲＢを帯域の両端から順番に割り
当てる。すなわち、図１５に示すように、（Ｄｃｈ＃１，＃２）はＲＢ＃１とＲＢ＃１２
とに配置され、（Ｄｃｈ＃３，＃４）はＲＢ＃２とＲＢ＃１１とに配置される。同様に、
（Ｄｃｈ＃５，＃６）はＲＢ＃３とＲＢ＃１０とに配置され、（Ｄｃｈ＃７，＃８）はＲ
Ｂ＃４とＲＢ＃９とに配置され、（Ｄｃｈ＃９，＃１０）はＲＢ＃５とＲＢ＃８とに配置
され、（Ｄｃｈ＃１１，＃１２）はＲＢ＃６とＲＢ＃７とに配置される。
【０１０３】
　次に、配置方法１と同様、１つの移動局のＤｃｈデータシンボルに対して、Ｄｃｈ＃１
～＃４の連続する４個のＤｃｈを使用する場合の基地局１００の割当部１０３における割
当例を図１６に示す。ここで、割当部１０３は、図１５に示すＤｃｈの配置パターンを保
持し、図１５に示す配置パターンに従ってＤｃｈデータシンボルをＲＢに割り当てる。
【０１０４】
　割当部１０３は、図１６に示すように、Ｄｃｈ＃１を構成するＲＢ＃１のサブブロック
およびＲＢ＃１２のサブブロックと、Ｄｃｈ＃２を構成するＲＢ＃１のサブブロックおよ
びＲＢ＃１２のサブブロックと、Ｄｃｈ＃３を構成するＲＢ＃２のサブブロックおよびＲ
Ｂ＃１１のサブブロックと、Ｄｃｈ＃４を構成するＲＢ＃２のサブブロックおよびＲＢ＃
１１のサブブロックとにＤｃｈデータシンボルを割り当てる。すなわち、Ｄｃｈデータシ
ンボルは、図１６に示すように、ＲＢ＃１，＃２，＃１１，＃１２に割り当てられる。
【０１０５】
　また、割当部１０３は、図１６に示すように、Ｄｃｈデータシンボルが割り当てられた
ＲＢ以外の残りのＲＢ＃３、＃４、＃５、＃６、＃７、＃８、＃９，＃１０にＬｃｈデー
タシンボルを割り当てる。つまり、図３に示すＬｃｈ＃３、＃４、＃５、＃６、＃７、＃
８、＃９，＃１０がＬｃｈデータシンボルに使用される。
【０１０６】
　次いで、配置方法１と同様、移動局２００に対して、Ｄｃｈ＃１～＃４の連続する４個
のＤｃｈを使用したＤｃｈデータシンボルが割り当てられた場合の、移動局２００のデマ
ッピング部２０７（図２）における抽出例について説明する。ここで、デマッピング部２
０７は、割当部１０３と同様、図１５に示すＤｃｈの配置パターンを保持し、図１５に示
す配置パターンに従ってＤｃｈデータシンボルを複数のＲＢから抽出する。また、配置方
法１と同様、基地局１００から移動局２００に通知されるＤｃｈデータシンボルの割当情
報には、先頭のチャネル番号であるＤｃｈ＃１と、末尾のチャネル番号であるＤｃｈ＃４
とが示される。
【０１０７】
　デマッピング部２０７は、Ｄｃｈデータシンボルの割当情報に示されるＤｃｈのチャネ
ル番号がＤｃｈ＃１およびＤｃｈ＃４であるため、自局宛てのＤｃｈデータシンボルに使
用されているＤｃｈがＤｃｈ＃１～＃４の連続する４個のＤｃｈであることを特定する。
そして、デマッピング部２０７は、割当部１０３と同様にして、図１６に示すように、Ｒ
Ｂ＃１のサブブロックおよびＲＢ＃１２のサブブロックで構成されるＤｃｈ＃１と、ＲＢ
＃１のサブブロックおよびＲＢ＃１２のサブブロックで構成されるＤｃｈ＃２と、ＲＢ＃
２のサブブロックおよびＲＢ＃１１のサブブロックで構成されるＤｃｈ＃３と、ＲＢ＃２
のサブブロックおよびＲＢ＃１１のサブブロックで構成されるＤｃｈ＃４とを抽出する。
すなわち、デマッピング部２０７は、図１６に示すように、ＲＢ＃１，＃２，＃１１，＃
１２に割り当てられたＤｃｈデータシンボルを自局宛てのデータシンボルとして抽出する
。
【０１０８】
　本配置方法では、配置方法１および配置方法２と同様に、Ｄｃｈデータシンボルが４つ
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のＲＢに割り当てられ、Ｌｃｈデータシンボルが８つのＲＢに割り当てられる。ただし、
本配置方法では、図１６に示すように、帯域の両端のＲＢにＤｃｈデータシンボルが割り
当てられる。Ｄｃｈデータシンボルが割り当てられるＲＢの間隔が配置方法１（図５）お
よび配置方法２（図９）よりも広いため、周波数ダイバーシチ効果を向上することができ
る。また、Ｄｃｈデータシンボルが帯域の両端のＲＢに割り当てられることによって、図
１６に示すように、Ｌｃｈデータシンボルも分散されるため、より広い帯域に渡るＲＢを
使用して周波数スケジューリングを行うことが可能となる。
【０１０９】
　また、本配置方法によれば、Ｌｃｈに使用できるＲＢ、すなわち、Ｄｃｈで使用したＲ
Ｂ以外の残りのＲＢのすべてが周波数上で連続する。例えば、伝搬路の周波数選択性が緩
やかな場合や各ＲＢの帯域幅が狭い場合、周波数選択性フェージングの相関帯域幅に対し
てＲＢの帯域幅が狭くなる。このとき、回線品質が高い周波数帯域では回線品質が良いＲ
Ｂが連続する。よって、周波数選択性フェージングの相関帯域幅に対してＲＢの帯域幅が
狭くなる場合に、本配置方法を用いることで、周波数領域で連続したＲＢをＬｃｈに使用
することができるため、周波数スケジューリング効果をより向上することができる。
【０１１０】
　また、本配置方法によれば、連続したチャネル番号の複数のＬｃｈを割り当てることが
できる。このため、基地局が１つの移動局に複数のＬｃｈを割り当てる場合、連続したチ
ャネル番号のうち先頭のチャネル番号および末尾のチャネル番号のみを基地局から移動局
に通知すればよい。本配置方法ではＬｃｈに使用できるＲＢがすべて周波数上で連続する
ため、１つの移動局にすべてのＬｃｈを割り当てる場合でも上記の通知方法を用いること
ができる。よって、Ｄｃｈの割当結果を通知する場合と同様に、Ｌｃｈの割当結果を通知
するための制御情報を削減することができる。
【０１１１】
　なお、本配置方法では、Ｄｃｈを使用する場合に１ＲＢを２分割する場合について説明
したが、１ＲＢの分割数は２に限らず、１ＲＢを３分割以上に分割してもよい。例えば、
Ｄｃｈを使用する場合に１ＲＢを３分割する場合の配置方法を図１７に、４分割する場合
の配置方法を図１８に示す。図１７、図１８に示すように、連続するＤｃｈを含む異なる
ＲＢは、帯域の両端から優先的に配置されるため、本配置方法と同様の効果を得ることが
できる。また、図１７および図１８に示すように、１Ｄｃｈはそれぞれ３ＲＢ、４ＲＢに
分散して構成されるため、２分割の場合よりもダイバーシチ効果を向上することができる
。
【０１１２】
　以上、本実施の形態における配置方法１～４について説明した。
【０１１３】
　このように、本実施の形態によれば、Ｌｃｈにおける周波数スケジューリング送信とＤ
ｃｈにおける周波数ダイバーシチ送信とを同時に行う際に、周波数ダイバーシチ送信を行
うためのチャネルの通信リソースの利用効率の低下を防ぐことができる。また、本実施の
形態によれば、Ｄｃｈに使用されるＲＢの利用効率の低下を防ぐことができるため、Ｌｃ
ｈに使用できるＲＢの数が多くなり、より多くの周波数帯域に対して周波数スケジューリ
ングを行うことができる。
【０１１４】
　（実施の形態２）
　本実施の形態では、実施の形態１の配置方法１と配置方法２とを通信環境に応じて切り
替えて使用する場合について説明する。
【０１１５】
　上述したように、配置方法１の方が配置方法２よりもＬｃｈに使用できる周波数領域で
連続したＲＢを多く確保することができる一方で、配置方法２の方が配置方法１よりも周
波数ダイバーシチ効果が大きくなる。
【０１１６】
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　具体的には、１つの移動局のＤｃｈデータシンボルに対してＤｃｈ＃１～＃４の連続す
る４個のＤｃｈを使用する場合、配置方法１（図５）では、ＲＢ＃３～＃６およびＲＢ＃
９～＃１２の周波数領域で連続する４ＲＢをＬｃｈに使用することができる一方で、Ｄｃ
ｈデータシンボルがＲＢ＃１，＃２およびＲＢ＃７，＃８の周波数領域で連続した２ＲＢ
に割り当てられてしまう。これに対し、配置方法２（図９）では、ＲＢ＃２，＃３、ＲＢ
＃５，＃６、ＲＢ＃８，＃９およびＲＢ＃１１，＃１２の周波数領域で連続する２ＲＢし
かＬｃｈに使用することができない一方で、ＤｃｈデータシンボルがＲＢ＃１、＃４、＃
７，＃１０に３ＲＢ毎に分散して割り当てられる。
【０１１７】
　このように、配置方法１および配置方法２では、周波数ダイバーシチ効果とＬｃｈに使
用できる周波数領域で連続したＲＢ数との間の関係がトレードオフの関係となる。
【０１１８】
　そこで、本実施の形態に係る割当部１０３（図１）は、実施の形態１の配置方法１およ
び配置方法２を通信環境に応じて切り替えて、ＤｃｈデータシンボルおよびＬｃｈデータ
シンボルをＲＢにそれぞれ割り当てる。
【０１１９】
　以下、本実施の形態の割当部１０３における切り替え方法１～３について説明する。
【０１２０】
　＜切り替え方法１＞
　本切り替え方法では、１ＲＢあたりのサブブロックの分割数に応じて配置方法を切り替
える。以下の説明では、１ＲＢあたりのサブブロックの分割数をＮｄと示す。
【０１２１】
　Ｎｄが多いほど、同一のＤｃｈはより多くの異なるＲＢに配置される。例えば、配置方
法１では、Ｎｄ＝２の場合、図４に示すように同一のＤｃｈは異なる２ＲＢに分散配置さ
れるのに対し、Ｎｄ＝４の場合、図１９に示すように同一のＤｃｈは異なる４ＲＢに分散
配置される。このように、Ｎｄが多いほど、同一のＤｃｈはより多くの異なるＲＢに分散
配置されるため、周波数ダイバーシチ効果がより大きくなる。換言すると、Ｎｄが少ない
ほど、周波数ダイバーシチ効果がより小さくなる。
【０１２２】
　一方、Ｎｄが少ないほど、同一のＤｃｈが配置される異なるＲＢ間の周波数間隔は大き
くなる。例えば、配置方法１では、Ｎｄ＝２の場合、図４に示すように同一のＤｃｈを構
成するサブブロックの周波数間隔は６ＲＢであるのに対し、Ｎｄ＝４の場合、同一のＤｃ
ｈを構成するサブブロックの周波数間隔は３ＲＢである。このように、Ｎｄが少ないほど
、同一のＤｃｈを構成するサブブロックの周波数間隔が大きくなるため、その周波数間隔
に相当する、周波数上で連続したより多くのＲＢをＬｃｈに確保することができる。換言
すると、Ｎｄが多いほど、Ｌｃｈに使用できる周波数領域で連続したＲＢ数が少なくなる
。
【０１２３】
　そこで、割当部１０３は、Ｎｄが多い場合、すなわち、Ｌｃｈに使用できる周波数領域
で連続したＲＢ数が少ない場合、配置方法１を用いてＤｃｈを配置し、Ｎｄが少ない場合
、すなわち、周波数ダイバーシチ効果が小さい場合、配置方法２を用いてＤｃｈを配置す
る。具体的には、割当部１０３は、Ｎｄと予め設定された閾値とを比較して配置方法を切
り替える。すなわち、割当部１０３は、Ｎｄが閾値以上の場合、配置方法１に切り替え、
Ｎｄが閾値未満の場合、配置方法２に切り替える。
【０１２４】
　次に、実施の形態１と同様、１つの移動局のＤｃｈデータシンボルに対して、Ｄｃｈ＃
１～＃４の連続する４個のＤｃｈを使用する場合の割当例を図２０に示す。ここで、予め
設定された閾値を３とし、Ｎｄ＝４の場合（分割数が多い場合）、および、Ｎｄ＝２の場
合（分割数が少ない場合）について説明する。なお、Ｎｄ＝２の場合は、実施の形態１の
配置方法２（図９）と同一であるため、説明を省略する。
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【０１２５】
　Ｎｄ＝４の場合、割当部１０３は、配置方法１（図１９）に従って、図２０に示すよう
に、Ｄｃｈ＃１を構成するＲＢ＃１のサブブロック、ＲＢ＃４のサブブロック、ＲＢ＃７
のサブブロックおよびＲＢ＃１０のサブブロックと、Ｄｃｈ＃２を構成するＲＢ＃１のサ
ブブロック、ＲＢ＃４のサブブロック、ＲＢ＃７のサブブロックおよびＲＢ＃１０のサブ
ブロックと、Ｄｃｈ＃３を構成するＲＢ＃１のサブブロック、ＲＢ＃４のサブブロック、
ＲＢ＃７のサブブロックおよびＲＢ＃１０のサブブロックと、Ｄｃｈ＃４を構成するＲＢ
＃１のサブブロック、ＲＢ＃４のサブブロック、ＲＢ＃７のサブブロックおよびＲＢ＃１
０のサブブロックとにＤｃｈデータシンボルを割り当てる。すなわち、Ｄｃｈデータシン
ボルは、図２０に示すように、ＲＢ＃１，＃４，＃７，＃１０に割り当てられる。
【０１２６】
　また、割当部１０３は、図２０に示すように、Ｄｃｈデータシンボルが割り当てられた
ＲＢ以外の残りのＲＢ＃２、＃３、＃５、＃６、＃８、＃９、＃１１，＃１２にＬｃｈデ
ータシンボルを割り当てる。つまり、図３に示すＬｃｈ＃２、＃３、＃５、＃６、＃８、
＃９、＃１１，＃１２がＬｃｈデータシンボルに使用される。
【０１２７】
　このように、本切り替え方法では、Ｎｄ＝４（図２０）およびＮｄ＝２（図９）のいず
れの場合でも、ＤｃｈデータシンボルがＲＢ＃１、ＲＢ＃４、ＲＢ＃７およびＲＢ＃１０
に割り当てられ、Ｌｃｈデータシンボルが、ＲＢ＃２、＃３、＃５、＃６、＃８、＃９、
＃１１，＃１２に割り当てられる。
【０１２８】
　つまり、Ｎｄが大きい場合（Ｌｃｈに使用できる周波数領域で連続したＲＢ数が少ない
場合）には、配置方法１を用いることで、周波数ダイバーシチ効果を得つつ、Ｌｃｈに使
用できる周波数領域で連続したＲＢを最大限確保することができる。一方、Ｎｄが小さい
場合（周波数ダイバーシチ効果が小さい場合）には、配置方法２を用いることで、Ｌｃｈ
に使用できる周波数領域で連続したＲＢを確保しつつ、周波数ダイバーシチ効果を向上す
ることができる。
【０１２９】
　このようにして、本切り替え方法によれば、１ＲＢあたりのサブブロックの分割数が多
い場合は、Ｌｃｈに使用できる周波数領域で連続したＲＢを優先して得られる配置方法に
切り替える一方で、１ＲＢあたりのサブブロックの分割数が少ない場合は、周波数ダイバ
ーシチ効果を優先して得られる配置方法に切り替える。これにより、１ＲＢあたりのサブ
ブロックの分割数がいずれの場合でも、周波数ダイバーシチ効果および周波数スケジュー
リング効果の双方を向上することができる。また、本切り替え方法によれば、周波数スケ
ジューリング送信で使用するＬｃｈが、周波数領域で連続したＲＢで確保されるため、Ｌ
ｃｈの割当結果を通知するための制御情報を削減することができる。
【０１３０】
　また、本切り替え方法では、移動局の数、または、Ｄｃｈの数が多いほど、より大きい
Ｎｄを使用してもよい。これにより、移動局の数、または、互いに異なる複数のＤｃｈの
数がより多い場合には、同一のＤｃｈはより多くの異なるＲＢに分散配置されるため、１
Ｄｃｈに対する周波数ダイバーシチ効果をより向上することができる。一方、移動局の数
、または、互いに異なる複数のＤｃｈの数がより少ない場合には、１ＲＢあたりの互いに
異なる複数のＤｃｈの数が少なくなるため、１ＲＢあたりのサブブロックの一部に空きが
生じることを防ぎ、通信リソースの使用効率の低減を防ぐことができる。例えば、Ｎｄ＝
４の場合、互いに異なる複数のＤｃｈの数が４個未満では、１ＲＢの一部のサブブロック
に空きが生じてしまう。しかし、Ｎｄを４より小さくすることで、１ＲＢに含まれる複数
のサブブロックをすべて使用する可能性が高くなるため、通信リソース使用効率の低減を
防ぐことができる。
【０１３１】
　＜切り替え方法２＞
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　本切り替え方法では、伝搬路の状態、例えば、伝搬路の周波数選択性に応じて配置方法
を切り替える。
【０１３２】
　周波数選択性が緩やかである場合、回線品質の高いＲＢが周波数領域で連続しやすいた
め、周波数スケジューリング送信に適している。一方、周波数選択性が激しい場合、回線
品質の高いＲＢが周波数領域で分散しやすいため、周波数ダイバーシチ送信に適している
。
【０１３３】
　そこで、割当部１０３は、周波数選択性が緩やかである場合、配置方法１を用いてＤｃ
ｈを配置し、周波数選択性が激しい場合、配置方法２を用いてＤｃｈを配置する。
【０１３４】
　周波数選択性が緩やかである場合（回線品質が高いＲＢが周波数領域で連続する場合）
には、配置方法１を用いることで、周波数領域で連続したＲＢをＬｃｈに使用することが
できるため、周波数スケジューリング効果を向上させることができる。また、Ｌｃｈが周
波数領域で連続したＲＢで確保されるため、Ｌｃｈの割当結果を通知するための制御情報
を削減することができる。
【０１３５】
　一方、周波数選択性が激しい場合（回線品質が高いＲＢが周波数領域で分散する場合）
には、配置方法２を用いることで、Ｌｃｈを周波数領域で分散して配置するため、広い帯
域に分散した回線品質が高いＲＢを使用して周波数スケジューリングを行うことができる
。
【０１３６】
　このようにして、本切り替え方法によれば、周波数選択性に応じて配置方法を切り替え
るため、周波数選択性がいずれの場合でも、Ｄｃｈに対する周波数ダイバーシチ効果を得
つつ、Ｌｃｈに対する周波数スケジューリング効果を向上させることができる。
【０１３７】
　なお、本切り替え方法で用いる周波数選択性は、例えば、伝搬路の遅延分散（遅延波の
広がり）により測定することができる。
【０１３８】
　また、セルの大きさおよびセルの形状に応じて周波数選択性が異なるため、本切り替え
方法をセル毎に適用し、セル毎に配置方法を切り替えてもよい。また、移動局毎でも周波
数選択性が異なるため、本切り替え方法を移動局毎に適用してもよい。
【０１３９】
　＜切り替え方法３＞
　本切り替え方法では、システム帯域幅、つまり、ＲＢが割り当てられる帯域幅に応じて
配置方法を切り替える。
【０１４０】
　システム帯域幅が狭いほど、Ｄｃｈに使用するＲＢ間の周波数間隔が狭くなる。このた
め、複数のＤｃｈを周波数領域でいくら分散配置しても周波数ダイバーシチ効果は向上し
ない。
【０１４１】
　一方、システム帯域幅が広いほど、Ｄｃｈに使用するＲＢ間の周波数間隔が広くなる。
このため、複数のＤｃｈを周波数領域で分散配置した場合、Ｄｃｈに使用したＲＢ間の周
波数間隔に相当する、周波数上で連続した多くのＲＢをＬｃｈに確保できるため、周波数
スケジューリング効果を得ることができる。
【０１４２】
　そこで、割当部１０３は、システム帯域幅が狭い場合、配置方法１を用いてＤｃｈを配
置し、システム帯域幅が広い場合、配置方法２を用いてＤｃｈを配置する。
【０１４３】
　これにより、システム帯域幅が狭い場合、配置方法１を用いることで、周波数ダイバー
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シチ効果を得るよりも、Ｌｃｈに使用できる周波数領域で連続したＲＢを優先的に確保す
ることができる。一方、システム帯域幅が広い場合、配置方法２を用いることで、周波数
スケジューリング効果を損なわずに、周波数ダイバーシチ効果を向上させることができる
。
【０１４４】
　このようにして、本切り替え方法によれば、システム帯域幅に応じて配置方法を切り替
えるため、システム帯域幅がいずれの場合でも、最適な周波数スケジューリング効果を常
に得ることができる。また、Ｌｃｈが周波数領域で連続したＲＢで確保されるため、Ｌｃ
ｈの割当結果を通知するための制御情報を削減することができる。
【０１４５】
　以上、本実施の形態の割当部１０３における切り替え方法１～３について説明した。
【０１４６】
　このように、本実施の形態によれば、通信環境に応じてＤｃｈの配置方法を切り替える
ため、Ｌｃｈにおける周波数スケジューリング送信とＤｃｈにおける周波数ダイバーシチ
送信とを、通信環境に応じて常に最適に行うことができる。
【０１４７】
　なお、本実施の形態では、割当部１０３（図１）により配置方法を切り替える場合につ
いて説明したが、割当部１０３により配置方法を切り替えなくてもよい。例えば、図示し
ない配置方法切り替え部が通信環境に応じて配置方法を切り替え、割当部１０３に配置方
法の指示を行ってもよい。
【０１４８】
　また、本実施の形態では、割当部１０３（図１）が配置方法１と配置方法２とを切り替
える場合について説明したが、割当部１０３は、配置方法２の代わりに実施の形態１の配
置方法３を用いても上記と同様の効果および実施の形態１の配置方法３で述べた効果を得
ることができる。また、割当部１０３は、配置方法１～３を通信環境に応じて切り替えて
もよい。
【０１４９】
　また、本実施の形態では、配置方法の切り替えの際に、Ｄｃｈのチャネル番号とそのＤ
ｃｈが配置されるＲＢのＲＢ番号との関係を示す関係式である式（１）および式（２）、
または、ｑ（ｋ）などの関係式の変数を切り替えてもよい。また、本実施の形態では、こ
れらの関係式の変数を移動局に通知してもよい。これにより、配置方法が切り替わる度に
、移動局は、適切な配置方法に切り替えることができるため、自局に割り当てられたＤｃ
ｈを判断することができる。
【０１５０】
　（実施の形態３）
　本実施の形態では、１ＲＢに１つのＤｃｈのみを配置する場合（１ＲＢあたりのサブブ
ロックの分割数が１の場合）について説明する。
【０１５１】
　まず、Ｄｃｈのチャネル番号とそのＤｃｈが配置されるＲＢのＲＢ番号との関係式を示
す。
【０１５２】
　チャネル番号ｋのＤｃｈが配置されるＲＢのＲＢ番号ｊは、次式（３）で与えられる。
【数３】

　ただし、ｋ＝１，２，…，Ｎｒｂとする。また、ｑ（ｋ）は、Ｍ行×（Ｎｒｂ／Ｍ）列
のブロックインタリーバにより与えられる。ここで、Ｍは任意の正の整数である。
【０１５３】



(24) JP 2016-123108 A 2016.7.7

10

20

30

40

50

　ここで、Ｎｒｂ＝１２、Ｍ＝４とすると、ｑ（ｋ）は、図２１に示す４行×３列のブロ
ックインタリーバにより与えられる。すなわち、図２１に示すように、ｋ＝１，２，３，
４，５，６，７，８，９，１０，１１，１２に対して、ｑ（ｋ）＝１，７，４，１０，２
，８，５，１１，３，９，６，１２が得られる。これにより、Ｄｃｈ＃（ｋ）が、ＲＢ＃
（ｑ（ｋ））に分散配置される。
【０１５４】
　具体的には、図２２に示すように、Ｄｃｈ＃１がＲＢ＃１に配置され、Ｄｃｈ＃５がＲ
Ｂ＃２に配置され、Ｄｃｈ＃９がＲＢ＃３に配置され、Ｄｃｈ＃３がＲＢ＃４に配置され
、Ｄｃｈ＃７がＲＢ＃５に配置され、Ｄｃｈ＃１１がＲＢ＃６に配置され、Ｄｃｈ＃２が
ＲＢ＃７に配置され、Ｄｃｈ＃６がＲＢ＃８に配置され、Ｄｃｈ＃１０がＲＢ＃９に配置
され、Ｄｃｈ＃４がＲＢ＃１０に配置され、Ｄｃｈ＃８がＲＢ＃１１に配置され、Ｄｃｈ
＃１２がＲＢ＃１２に配置される。
【０１５５】
　このように、Ｌｃｈを使用する場合（図３）には、連続するチャネル番号のＬｃｈ＃１
～＃１２がＲＢ＃１～＃１２にそれぞれ順に配置されるのに対し、Ｄｃｈを使用する場合
（図２２）には、連続するチャネル番号のＤｃｈが周波数上で分散配置されたＲＢに配置
される。すなわち、ＲＢ＃１～＃１２の各ＲＢに対して、Ｌｃｈの使用時とＤｃｈの使用
時とでは、異なるチャネル番号が設定される。
【０１５６】
　次に、実施の形態１と同様、１つの移動局のＤｃｈデータシンボルに対して、Ｄｃｈ＃
１～＃４の連続する４個のＤｃｈを使用する場合の基地局１００の割当部１０３（図１）
における割当例を図２３に示す。ここで、割当部１０３は、図２２に示すＤｃｈの配置パ
ターンを保持し、図２２に示す配置パターンに従ってＤｃｈデータシンボルをＲＢに割り
当てる。
【０１５７】
　割当部１０３は、図２３に示すように、Ｄｃｈ＃１が配置されたＲＢ＃１と、Ｄｃｈ＃
２が配置されたＲＢ＃７と、Ｄｃｈ＃３が配置されたＲＢ＃４と、Ｄｃｈ＃４が配置され
たＲＢ＃１０とにＤｃｈデータシンボルを割り当てる。すなわち、Ｄｃｈデータシンボル
は、図２３に示すように、ＲＢ＃１，＃４，＃７，＃１０に割り当てられる。
【０１５８】
　また、割当部１０３は、図２３に示すように、Ｄｃｈデータシンボルが割り当てられた
ＲＢ以外の残りのＲＢ＃２、＃３、＃５、＃６、＃８、＃９、＃１１，＃１２にＬｃｈデ
ータシンボルを割り当てる。つまり、図３に示すＬｃｈ＃２、＃３、＃５、＃６、＃８、
＃９、＃１１，＃１２がＬｃｈデータシンボルに使用される。
【０１５９】
　次いで、実施の形態１と同様、移動局２００に対して、Ｄｃｈ＃１～＃４の連続する４
個のＤｃｈを使用したＤｃｈデータシンボルが割り当てられた場合の、移動局２００のデ
マッピング部２０７（図２）における抽出例について説明する。ここで、デマッピング部
２０７は、割当部１０３と同様、図２２に示すＤｃｈの配置パターンを保持し、図２２に
示す配置パターンに従ってＤｃｈデータシンボルを複数のＲＢから抽出する。また、基地
局１００から移動局２００に通知されるＤｃｈデータシンボルの割当情報には、先頭のチ
ャネル番号であるＤｃｈ＃１と、末尾のチャネル番号であるＤｃｈ＃４とが示される。
【０１６０】
　デマッピング部２０７は、Ｄｃｈデータシンボルの割当情報に示されるＤｃｈのチャネ
ル番号がＤｃｈ＃１およびＤｃｈ＃４であるため、自局宛てのＤｃｈデータシンボルに使
用されているＤｃｈがＤｃｈ＃１～＃４の連続する４個のＤｃｈであることを特定する。
そして、デマッピング部２０７は、割当部１０３と同様にして、図２３に示すように、Ｒ
Ｂ＃１に配置されたＤｃｈ＃１と、ＲＢ＃７に配置されたＤｃｈ＃２と、ＲＢ＃４に配置
されたＤｃｈ＃３と、ＲＢ＃１０に配置されたＤｃｈ＃４とを抽出する。すなわち、デマ
ッピング部２０７は、図２３に示すように、ＲＢ＃１，＃４，＃７，＃１０に割り当てら
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れたＤｃｈデータシンボルを自局宛てのデータシンボルとして抽出する。
【０１６１】
　本実施の形態では、実施の形態１の配置方法１～３と同様に、Ｄｃｈデータシンボルが
４つのＲＢに割り当てられ、Ｌｃｈデータシンボルが８つのＲＢに割り当てられる。また
、本実施の形態では、図２３に示すように、ＤｃｈデータシンボルがＲＢ＃１、ＲＢ＃４
、ＲＢ＃７およびＲＢ＃１０に３ＲＢ毎に分散して割り当てられるため、周波数ダイバー
シチ効果を向上することができる。また、Ｄｃｈデータシンボルが分散配置されたＲＢに
割り当てられることによって、図２３に示すように、Ｌｃｈデータシンボルも分散される
ため、より広い帯域に渡るＲＢを使用して周波数スケジューリングを行うことが可能とな
る。
【０１６２】
　このようにして、本実施の形態では、１ＲＢに１つのＤｃｈのみが配置され、かつ、チ
ャネル番号が連続する複数の異なるＤｃｈが周波数領域で分散配置されたＲＢに配置され
る。これにより、１移動局に複数のＤｃｈが割り当てられる場合、ＲＢの一部のみが使用
されなくなることを完全に無くし、かつ、周波数ダイバーシチ効果を得ることができる。
【０１６３】
　また、本実施の形態によれば、チャネル番号が連続するＤｃｈを周波数領域で分散配置
されたＲＢに配置するが、Ｄｃｈのチャネル番号とＲＢ番号とが予め対応付けられている
ため、実施の形態１と同様にして、Ｄｃｈの割当結果を通知するための制御情報を削減す
ることができる。
【０１６４】
　（実施の形態４）
　本実施の形態では、実施の形態１の配置方法１と配置方法４とを１ＲＢあたりのサブブ
ロックの分割数Ｎｄに応じて切り替えて使用する場合について説明する。
【０１６５】
　上述したように、配置方法４の方が配置方法１よりもＬｃｈに使用できる周波数領域で
連続したＲＢを多く確保することができる。
【０１６６】
　一方で、多くのＤｃｈが使用される場合には、配置方法４では１つのＤｃｈが配置され
るＲＢの間隔がＤｃｈによって大きく異なるため、Ｄｃｈによって周波数ダイバーシチ効
果が不均一になる。具体的には、図１５において、Ｄｃｈ＃１はＲＢ＃１および＃１２に
配置されるためＲＢの間隔は１１ＲＢであり高い周波数ダイバーシチ効果が得られるが、
Ｄｃｈ＃１２はＲＢ＃６および＃７に配置されるためＲＢの間隔は１であり周波数ダイバ
ーシチ効果が低い。
【０１６７】
　一方、配置方法１では１つのＤｃｈが配置されるＲＢの間隔が均等になるためＤｃｈに
よらず均一な周波数ダイバーシチ効果が得られる。
【０１６８】
　また、前述（段落０１１７）したように、移動局の数、または、使用するＤｃｈの数が
多いほど、より大きいＮｄを使用することにより、通信リソースの使用効率の低減を防ぎ
ながら、周波数ダイバーシチ効果をより向上することができる。
【０１６９】
　そこで、本実施の形態では、割当部１０３は、Ｎｄが多い場合、すなわち、よりＤｃｈ
の割り当て数が多い場合、配置方法１を用いてＤｃｈを配置し、Ｎｄが少ない場合、すな
わち、よりＤｃｈの割り当て数が少ない場合、配置方法４を用いてＤｃｈを配置する。具
体的には、割当部１０３は、Ｎｄと予め設定された閾値とを比較して配置方法を切り替え
る。すなわち、割当部１０３は、Ｎｄが閾値以上の場合、配置方法１に切り替え、Ｎｄが
閾値未満の場合、配置方法４に切り替える。
【０１７０】
　例えば、Ｎｄ＝２の場合には、図１５に示すＤｃｈの配置を用いて、Ｎｄ＝４の場合に
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は、図１９に示すような配置を用いる。
【０１７１】
　これにより、Ｄｃｈ数が多い場合でも少ない場合でも周波数ダイバーシチ効果を高める
ことができる。つまり、Ｎｄが多い場合（Ｄｃｈの数が多い場合）にはすべてのＤｃｈに
対して均等で良好な周波数ダイバーシチが得られる配置をとり、Ｎｄが少ない場合（Ｄｃ
ｈの数が少ない場合）には特定のＤｃｈに対して周波数ダイバーシチ効果を向上できる配
置をとる。ここで、Ｄｃｈが少ない場合には帯域の両端に近いＤｃｈ（つまり、図１５の
小さい番号のＤｃｈ）を優先的に使用することにより配置方法４における周波数ダイバー
シチ効果の不均一性は問題にならない。
【０１７２】
　また、Ｎｄが少ない場合（Ｄｃｈ数が少ない場合）に配置方法４を用いることにより、
より連続したＬｃｈ用のＲＢを確保することができ、より多くのＬｃｈに対して連続ＲＢ
割り当ての通知方法を用いることができる。移動局数が少ない場合には、１つの移動局が
多くのＲＢを占有して通信することが多いため、通信効率向上効果が大きい。また、Ｎｄ
が多い場合（Ｄｃｈ数が多い場合）に配置方法１を用いることにより、より分散したＬｃ
ｈ用のＲＢが確保される。移動局数が多い場合には、複数の移動局でリソースを使用する
ためより分散したＬｃｈほど周波数スケジューリング効果が大きくなるため通信効率が向
上する。
【０１７３】
　なお、一般に総移動局数によらずＤｃｈを使用する移動局の数とＬｃｈを使用する移動
局の数の比は一定であるため、本実施の形態が有効である。
【０１７４】
　このように、本実施の形態によれば、移動局数によらず良好な周波数ダイバーシチ効果
が得られ、また、通信効率向上が可能である。
【０１７５】
　（実施の形態５）
　本実施の形態では、連続するチャネル番号のＤｃｈを異なるＲＢに配置し、かつ、１Ｒ
Ｂに所定数以内のチャネル番号のＤｃｈを配置する点は実施の形態１の配置方法３と同じ
であるが、実施の形態１の配置方法３と異なるブロックインタリーバを用いてＤｃｈを配
置する。
【０１７６】
　以下、具体的に説明する。ここでは、実施の形態１の配置方法３と同様、Ｎｒｂ＝１２
、Ｎｄ＝２、所定数を２とする。また、各ＲＢによりＬｃｈ＃１～＃１２またはＤｃｈ＃
１～＃１２が構成される。
【０１７７】
　本実施の形態では、Ｄｃｈのチャネル番号は、図２４に示す３行×４列のブロックイン
タリーバにより与えられる。具体的には、Ｄｃｈのチャネル番号ｋ＝１，２，…，Ｎｒｂ
が図２４に示すブロックインタリーバに入力され、Ｄｃｈのチャネル番号ｊ（ｋ）が出力
される。すなわち、Ｄｃｈのチャネル番号が図２４に示すブロックインタリーバにより並
べ替えられる。そして、ｋ≦ｆｌｏｏｒ（Ｎｒｂ／Ｎｄ）の場合、Ｄｃｈ＃（ｊ（ｋ））
が配置されるＲＢのＲＢ番号は、ＲＢ＃（ｋ）およびＲＢ＃（ｋ＋ｆｌｏｏｒ（Ｎｒｂ／
Ｎｄ））となる。また、ｋ＞ｆｌｏｏｒ（Ｎｒｂ／Ｎｄ）の場合、Ｄｃｈ＃（ｊ（ｋ））
が配置されるＲＢのＲＢ番号は、ＲＢ＃（ｋ）およびＲＢ＃（ｋ－ｆｌｏｏｒ（Ｎｒｂ／
Ｎｄ））となる。ここで、ｆｌｏｏｒ（Ｎｒｂ／Ｎｄ）は１つのＤｃｈが配置されるＲＢ
の間隔を表している。
【０１７８】
　ここでは、Ｎｒｂ＝１２、Ｎｄ＝２であるので、ｆｌｏｏｒ（Ｎｒｂ／Ｎｄ）＝６とな
る。また、ｊ（ｋ）は、図２４に示すように、ｋ＝１，２，３，４，５，６，７，８，９
，１０，１１，１２に対して、ｊ（ｋ）＝１，５，９，２，６，１０，３，７，１１，４
，８，１２が得られる。よって、ｋ≦６の場合、Ｄｃｈ＃（ｊ（ｋ））は、周波数領域で
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６（＝ｆｌｏｏｒ（１２／２））ＲＢの間隔で離れたＲＢ＃（ｋ）およびＲＢ＃（ｋ＋６
）の２ＲＢに分散配置される。また、ｋ＞６の場合、Ｄｃｈ＃（ｊ（ｋ））は、周波数領
域で６ＲＢの間隔で離れたＲＢ＃（ｋ）およびＲＢ＃（ｋ－６）の２ＲＢに分散配置され
る。
【０１７９】
　具体的には、ｋ＝１の場合にはｊ（ｋ）＝１であるので、Ｄｃｈ＃１はＲＢ＃１および
ＲＢ＃７（＝１＋６）に分散配置され、ｋ＝２の場合にはｊ（ｋ）＝５であるので、Ｄｃ
ｈ＃５はＲＢ＃２およびＲＢ＃８（＝２＋６）に分散配置される。ｋ＝３～６の場合につ
いても同様である。
【０１８０】
　また、ｋ＝７の場合にはｊ（ｋ）＝３であるので、Ｄｃｈ＃３はＲＢ＃７およびＲＢ＃
１（＝７－６）に分散配置され、ｋ＝８の場合にはｊ（ｋ）＝７であるので、Ｄｃｈ＃７
はＲＢ＃８およびＲＢ＃２（＝８－６）に分散配置される。ｋ＝９～１２の場合について
も同様である。
【０１８１】
　これにより、実施の形態１の配置方法３と同様、図１１に示すように、Ｄｃｈ＃１，＃
３がＲＢ＃１（ＲＢ＃７）に配置され、Ｄｃｈ＃５，＃７がＲＢ＃２（ＲＢ＃８）に配置
され、Ｄｃｈ＃９，＃１１がＲＢ＃３（ＲＢ＃９）に配置され、Ｄｃｈ＃２，＃４がＲＢ
＃４（ＲＢ＃１０）に配置され、Ｄｃｈ＃６，＃８がＲＢ＃５（ＲＢ＃１１）に配置され
、Ｄｃｈ＃１０，＃１２がＲＢ＃６（ＲＢ＃１２）に配置される。すなわち、連続するチ
ャネル番号のＤｃｈが異なるＲＢに配置され、かつ、１つのＲＢに所定数（ここでは、２
）以内のチャネル番号のＤｃｈが配置される。このように、図２４に示すブロックインタ
リーバを用いてＤｃｈのチャネル番号をインタリーブする場合でも、実施の形態１の配置
方法３と同様の効果を得ることができる。
【０１８２】
　ここで、図２４に示すブロックインタリーバ出力のうち前半部分（すなわち、ブロック
インタリーバの１，２列目）のチャネル番号ｊ（ｋ）＝１，５，９，２，６，１０と、ブ
ロックインタリーバ出力の後半部分（すなわち、ブロックインタリーバの３，４列目）の
チャネル番号ｊ（ｋ）＝３，７，１１，４，８，１２とが、図１１に示すように、同一Ｒ
Ｂに配置される。すなわち、図２４に示すブロックインタリーバの１，２列目からなる３
行×２列の前半部分、および、図２４に示すブロックインタリーバの３，４列目からなる
３行×２列の後半部分において、同一位置にそれぞれ位置するチャネル番号は、同一ＲＢ
に配置されるという対応関係にある。例えば、前半部分の１行目の１列目（図２４に示す
ブロックインタリーバの１行目の１列目）に位置するチャネル番号１と、後半部分の１行
目の１列目（図２４に示すブロックインタリーバの１行目の３列目）に位置するチャネル
番号３とが同一ＲＢ（図１１に示すＲＢ＃１および＃７）に配置される。同様に、前半部
分の２行目の１列目（図２４に示すブロックインタリーバの２行目の１列目）に位置する
チャネル番号５と、後半部分の２行目の１列目（図２４に示すブロックインタリーバの２
行目の３列目）に位置するチャネル番号７とが同一ＲＢ（図１１に示すＲＢ＃２および＃
８）に配置される。他の位置についても同様である。
【０１８３】
　また、ブロックインタリーバ出力の前半部分および後半部分において、同一位置に位置
するチャネル番号は、（列数／Ｎｄ）だけ離れたチャネル番号となる。よって、図２４に
示すように、ブロックインタリーバの列数を４とすることにより、チャネル番号が２だけ
離れたチャネル番号のＤｃｈが同一ＲＢに配置されることになる。つまり、所定数（列数
／Ｎｄ）以内のチャネル番号のＤｃｈが同一ＲＢに配置される。換言すると、１ＲＢに配
置するＤｃｈのチャネル番号の差を所定数以内とするためには、ブロックインタリーバの
列数を、所定数×Ｎｄとすればよい。
【０１８４】
　次に、Ｄｃｈのチャネル数（ここでは、ＲＢ数Ｎｒｂに対応）がブロックインタリーバ
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の列数で割り切れない場合のチャネル配置方法について説明する。
【０１８５】
　以下、具体的に説明する。ここでは、Ｎｒｂ＝１４、Ｎｄ＝２、所定数を２とする。ま
た、各ＲＢによりＬｃｈ＃１～＃１４またはＤｃｈ＃１～＃１４が構成される。また、Ｎ
ｄ＝２、所定数が２であるので、ブロックインタリーバの列数は４となる。そこで、ブロ
ックインタリーバのサイズは、列数を４に固定し、行数をｃｅｉｌ（Ｎｒｂ／列数）によ
り算出する。ここで、演算子ｃｅｉｌ（ｘ）はｘを超える最小の整数を表す。すなわち、
ここでは、図２５に示すように、４（＝ｃｅｉｌ（１４／４））行×４列のブロックイン
タリーバを用いる。
【０１８６】
　ここで、図２５に示すブロックインタリーバのサイズが１６（＝４行×４列）であるの
に対し、ブロックインタリーバに入力されるＤｃｈのチャネル番号ｋ＝１，２，…，Ｎｒ
ｂは、１４個である。すなわち、Ｄｃｈのチャネル数がブロックインタリーバのサイズよ
り少なく、Ｄｃｈのチャネル数（１４個）はブロックインタリーバの列数（４列）で割り
切ることができない。
【０１８７】
　そこで、本実施の形態では、ブロックインタリーバに対して、ブロックインタリーバの
サイズとＤｃｈのチャネル数との差の個数だけＮｕｌｌが挿入される。すなわち、図２５
に示すように、２（＝１６－１４）個のＮｕｌｌがブロックインタリーバに挿入される。
具体的には、２個のＮｕｌｌは、ブロックインタリーバの最後の行である４行目に均等に
挿入される。換言すると、２個のＮｕｌｌは、ブロックインタリーバの最後の行である４
行目に１つおきに挿入される。すなわち、図２５に示すように、４行×４列のブロックイ
ンタリーバのうち、４行目の２列目および４列目にＮｕｌｌが挿入される。よって、図２
５に示すように、最後の行である４行目の２列目および４列目のＮｕｌｌ以外の位置にＤ
ｃｈのチャネル番号ｋ＝１～１４が列方向に入力される。すなわち、ブロックインタリー
バの最後の行では、Ｄｃｈのチャネル番号ｋ＝１３，１４が、列方向に１つおきに入力さ
れる。なお、Ｎｄ＝２の場合、２個の互いに異なるＤｃｈが２個のＲＢの各サブブロック
に分散配置されるため、Ｄｃｈのチャネル総数は偶数になる。このため、列数が４である
ブロックインタリーバに挿入されるＮｕｌｌの数は、０個または２個の場合のみが起こり
得る。
【０１８８】
　ここでは、Ｎｒｂ＝１４、Ｎｄ＝２であるので、ｆｌｏｏｒ（Ｎｒｂ／Ｎｄ）＝７とな
る。また、ｊ（ｋ）は、図２５に示すように、４行×４列のブロックインタリーバにより
与えられる。ただし、図２５に示すブロックインタリーバに挿入されたＮｕｌｌは、ブロ
ックインタリーバ出力時には読み飛ばされ、ｊ（ｋ）として出力されない。すなわち、図
２５に示すように、ｋ＝１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，１２，１３
，１４に対して、ｊ（ｋ）＝１，５，９，１３，２，６，１０，３，７，１１，１４，４
，８，１２が得られる。よって、ｋ≦７の場合、Ｄｃｈ＃（ｊ（ｋ））は、周波数領域で
７（＝ｆｌｏｏｒ（１４／２））ＲＢの間隔で離れたＲＢ＃（ｋ）およびＲＢ＃（ｋ＋７
）の２ＲＢに分散配置される。また、ｋ＞７の場合、Ｄｃｈ＃（ｊ（ｋ））は、周波数領
域で７ＲＢの間隔で離れたＲＢ＃（ｋ）およびＲＢ＃（ｋ－７）の２ＲＢに分散配置され
る。
【０１８９】
　具体的には、ｋ＝１の場合にはｊ（ｋ）＝１であるので、Ｄｃｈ＃１はＲＢ＃１および
ＲＢ＃８（＝１＋７）に分散配置され、ｋ＝２の場合にはｊ（ｋ）＝５であるので、Ｄｃ
ｈ＃５はＲＢ＃２およびＲＢ＃９（＝２＋７）に分散配置される。ｋ＝３～７の場合につ
いても同様である。
【０１９０】
　また、ｋ＝８の場合にはｊ（ｋ）＝３であるので、Ｄｃｈ＃３はＲＢ＃８およびＲＢ＃
１（＝８－７）に分散配置され、ｋ＝９の場合にはｊ（ｋ）＝７であるので、Ｄｃｈ＃７
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はＲＢ＃９およびＲＢ＃２（＝９－７）に分散配置される。ｋ＝１０～１４の場合につい
ても同様である。
【０１９１】
　これにより、図２６に示すように、Ｄｃｈ＃１，＃３がＲＢ＃１（ＲＢ＃８）に配置さ
れ、Ｄｃｈ＃５，＃７がＲＢ＃２（ＲＢ＃９）に配置され、Ｄｃｈ＃９，＃１１がＲＢ＃
３（ＲＢ＃１０）に配置され、Ｄｃｈ＃１３，＃１４がＲＢ＃４（ＲＢ＃１１）に配置さ
れ、Ｄｃｈ＃２，＃４がＲＢ＃５（ＲＢ＃１２）に配置され、Ｄｃｈ＃６，＃８がＲＢ＃
６（ＲＢ＃１３）に配置され、Ｄｃｈ＃１０，＃１２がＲＢ＃７（ＲＢ＃１４）に配置さ
れる。すなわち、図２６に示すように、全てのＲＢでは、所定数２以内のチャネル番号の
２個のＤｃｈがそれぞれ配置される。
【０１９２】
　図２４に示すブロックインタリーバと同様、図２５に示すブロックインタリーバ出力の
うち前半部分（すなわち、ブロックインタリーバの１，２列目）のチャネル番号ｊ（ｋ）
＝１，５，９，１３，２，６，１０と、ブロックインタリーバ出力のうち後半部分（すな
わち、ブロックインタリーバの３，４列目）のチャネル番号ｊ（ｋ）＝３，７，１１，１
４，４，８，１２とが、図２６に示すように、同一ＲＢに配置される。ここで、図２５に
示すブロックインタリーバに挿入された２個のＮｕｌｌは、ブロックインタリーバの１，
２列目からなる４行×２列の前半部分、および、ブロックインタリーバの３，４列目から
なる４行×２列の後半部分に、それぞれ１個ずつ挿入される。さらに、２個のＮｕｌｌが
挿入される位置は、ブロックインタリーバ出力の前半部分の４行目の２列目（図２５に示
すブロックインタリーバの４行目の２列目）、および、ブロックインタリーバ出力の後半
部分の４行目の２列目（図２５に示すブロックインタリーバの４行目の４列目）である。
つまり、図２５に示すブロックインタリーバの前半部分および後半部分において、２個の
Ｎｕｌｌは同一位置に挿入される。つまり、２個のＮｕｌｌは、ブロックインタリーバに
おいて、同一ＲＢに配置され得る位置に挿入される。このため、Ｎｕｌｌが挿入された位
置以外の位置に入力されたＤｃｈのチャネル番号においても、所定数（列数／Ｎｄ）以内
のチャネル番号が同一ＲＢに配置されるという対応関係が保たれる。よって、ブロックイ
ンタリーバのサイズに対してＤｃｈのチャネル数が少ない場合でも、所定数（列数／Ｎｄ
）以内のチャネル番号のＤｃｈが同一ＲＢに配置される。
【０１９３】
　次に、図２５に示すブロックインタリーバの入出力処理の流れについて図２７を用いて
説明する。ここでは、ブロックインタリーバの列数を４に固定する。
【０１９４】
　ステップ（以下、ＳＴという）１０１では、ブロックインタリーバのサイズがｃｅｉｌ
（Ｎｒｂ／４）行×４列に決定される。
【０１９５】
　ＳＴ１０２では、ＲＢ数Ｎｒｂが４で割り切れるかどうかが判定される。ここで、図２
７に示す演算子ｍｏｄは、ｍｏｄｕｌｏ演算を示す。
【０１９６】
　ＳＴ１０２において、ＲＢ数Ｎｒｂが４で割り切れる場合（ＳＴ１０２：Ｙｅｓ）、Ｓ
Ｔ１０３では、Ｄｃｈのチャネル番号（ｋ）がブロックインタリーバに対して列方向に連
続して書き込まれる。
【０１９７】
　ＳＴ１０４では、Ｄｃｈのチャネル番号（ｊ（ｋ））が、ブロックインタリーバから行
方向に連続して読み出される。
【０１９８】
　一方、ＳＴ１０２において、ＲＢ数Ｎｒｂが４で割り切れない場合（ＳＴ１０２：Ｎｏ
）、ＳＴ１０５では、ＳＴ１０３と同様にして、Ｄｃｈのチャネル番号（ｋ）がブロック
インタリーバに対して列方向に連続して書き込まれる。ただし、ブロックインタリーバの
最後の行（例えば、図２５に示す４行目）では、１列おきにＮｕｌｌが挿入される。
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【０１９９】
　ＳＴ１０６では、ＳＴ１０４と同様にして、Ｄｃｈのチャネル番号（ｊ（ｋ））が、ブ
ロックインタリーバから行方向に連続して読み出される。ただし、ブロックインタリーバ
書き込み時に挿入されたＮｕｌｌ（例えば、図２５に示す４行目の２列目および４列目）
を読み飛ばしたチャネル番号（ｊ（ｋ））が読み出される。
【０２００】
　このようにして、Ｄｃｈのチャネル数がブロックインタリーバの列数で割り切れない場
合、ブロックインタリーバ入力時には、Ｎｕｌｌを挿入してＤｃｈのチャネル番号ｋを書
き込み、ブロックインタリーバ出力時には、Ｎｕｌｌを読み飛ばしてＤｃｈのチャネル番
号ｊ（ｋ）を読み出す。これにより、Ｄｃｈのチャネル数がブロックインタリーバの列数
で割り切れない場合でも、実施の形態１の配置方法３と同様、連続するチャネル番号のＤ
ｃｈを異なるＲＢに配置し、かつ、１ＲＢに所定数以内のチャネル番号のＤｃｈを配置す
ることができる。
【０２０１】
　基地局１００および移動局２００では、上述したＤｃｈのチャネル配置方法により、連
続するチャネル番号のＤｃｈが異なるＲＢに配置され、かつ、１ＲＢに所定数以内のチャ
ネル番号のＤｃｈが配置された、ＲＢとＤｃｈとが予め対応付けられる。つまり、基地局
１００の割当部１０３（図１）および移動局２００のデマッピング部２０７（図２）は、
ＲＢとＤｃｈとの対応付けである、図２６に示すＤｃｈの配置パターンを保持する。
【０２０２】
　そして、基地局１００の割当部１０３は、実施の形態１の配置方法３と同様にして、図
２６に示すＤｃｈの配置パターンに従って、ＤｃｈデータシンボルをＲＢに割り当てる。
一方、移動局２００のデマッピング部２０７は、割当部１０３と同様、図２６に示すＤｃ
ｈの配置パターンに従って、複数のＲＢから自局宛てのＤｃｈデータシンボルを抽出する
。
【０２０３】
　これにより、実施の形態１の配置方法３と同様、１つの移動局のＤｃｈデータシンボル
に対して使用するＤｃｈの数が少ない場合、ＲＢ内で割り当てられたサブブロック以外の
サブブロックが使用されない可能性があるものの周波数ダイバーシチ効果を優先して得る
ことができる。また、１つの移動局のＤｃｈデータシンボルに対して使用するＤｃｈの数
が多い場合、つまり、割り当てられるＲＢが多い場合でも、周波数ダイバーシチ効果を得
つつ、ＲＢ内のすべてのサブブロックを使用することができる。
【０２０４】
　このようにして、本実施の形態では、Ｄｃｈのチャネル番号を、インタリーブすること
で、連続するチャネル番号のＤｃｈを異なるＲＢに配置し、１ＲＢに所定数以内のチャネ
ル番号のＤｃｈを配置する。これにより、実施の形態１の配置方法３と同様、１つの移動
局のＤｃｈデータシンボルに使用されるＤｃｈの数が少ない場合には、周波数ダイバーシ
チ効果を向上させることができる。また、１つの移動局のＤｃｈデータシンボルに使用さ
れるＤｃｈの数が多い場合でも、通信リソースの利用効率を低下させることなく、周波数
ダイバーシチ効果を向上させることができる。
【０２０５】
　また、本実施の形態では、Ｄｃｈのチャネル数とブロックインタリーバのサイズとが一
致せず、Ｄｃｈのチャネル数がブロックインタリーバの列数で割り切れない場合でも、ブ
ロックインタリーバにＮｕｌｌを挿入することにより、連続するチャネル番号のＤｃｈを
異なるＲＢに配置し、１ＲＢに所定数以内のチャネル番号のＤｃｈを配置することができ
る。また、本実施の形態によれば、あらゆるＤｃｈのチャネル数のシステムに対しても、
ブロックインタリーバにＮｕｌｌを挿入するだけで、同一のブロックインタリーバ構成、
つまり、同一のチャネル配置方法を適用することが可能となる。
【０２０６】
　なお、本実施の形態では、ＲＢ数Ｎｒｂが偶数（例えば、Ｎｒｂ＝１４）の場合につい
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て説明した。しかし、ＲＢ数Ｎｒｂが奇数の場合でも、Ｎｒｂ以下の最大の偶数をＮｒｂ
に置き換えて適用することにより、本実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【０２０７】
　また、本実施の形態では、２個のＮｕｌｌを挿入する位置が、ブロックインタリーバ出
力の前半部分の４行目の２列目（図２５に示すブロックインタリーバの４行目の２列目）
、および、ブロックインタリーバ出力の後半部分の４行目の４列目（図２５に示すブロッ
クインタリーバの４行目の４列目）である場合について説明した。しかし、本発明では、
２個のＮｕｌｌが挿入される位置は、ブロックインタリーバ出力の前半部分および後半部
分において同一位置であればよい。よって、例えば、２個のＮｕｌｌが挿入される位置は
、ブロックインタリーバ出力の前半部分の４行目の１列目（図２５に示すブロックインタ
リーバの４行目の１列目）、および、ブロックインタリーバ出力の後半部分の４行目の１
列目（図２５に示すブロックインタリーバの４行目の３列目）としてもよい。また、２個
のＮｕｌｌが挿入される位置は、ブロックインタリーバの最後の行（例えば、図２５に示
す４行目）に限らず、他の行（例えば、図２５に示す１～３行目）でもよい。
【０２０８】
　以上、本発明の各実施の形態について説明した。
【０２０９】
　なお、上記実施の形態では、ＤｃｈをＲＢに配置するチャネル配置方法は、システム帯
域幅によって決定される総ＲＢ数（Ｎｒｂ）に依存する。そこで、基地局および移動局は
、システム帯域幅毎にＤｃｈチャネル番号とＲＢ番号との対応表（例えば、図４，図８，
図１１，図１５，図２６等）を保持しておき、Ｄｃｈデータシンボル割当の際に、Ｄｃｈ
データシンボルを割り当てるシステム帯域幅に対応する対応表を参照するようにしてもよ
い。
【０２１０】
　また、上記実施の形態では、基地局が受信する信号（すなわち、移動局が上り回線で送
信する信号）はＯＦＤＭ方式で伝送されるものとして説明したが、この信号は、例えばシ
ングルキャリア方式やＣＤＭＡ方式等、ＯＦＤＭ方式以外の伝送方式で伝送されてもよい
。
【０２１１】
　また、上記実施の形態では、ＲＢは、ＯＦＤＭシンボルを構成する複数のサブキャリア
から構成される場合について説明したが、これには限られず、連続する周波数で構成され
るブロックであれば良い。
【０２１２】
　また、上記実施の形態では、ＲＢは周波数領域で連続して構成される場合について説明
したが、ＲＢは時間領域に連続して構成されてもよい。
【０２１３】
　また、上記実施の形態では、基地局が送信する信号（すなわち、基地局が下り回線で送
信する信号）に対して適用する場合について説明したが、本発明は、基地局が受信する信
号（すなわち、移動局が上り回線で送信する信号）に対して適用してもよい。この場合、
基地局が上り回線の信号に対するＲＢ割当などの適応制御を行う。
【０２１４】
　また、上記実施の形態では、Ｌｃｈに対してのみ適応変調を行ったが、Ｄｃｈに対して
も同様に適応変調を行ってもよい。このとき、基地局では、各移動局から報告される全帯
域の平均受信品質情報に基づいてＤｃｈデータに対する適応変調を行ってもよい。
【０２１５】
　また、上記実施の形態では、Ｄｃｈに使用するＲＢは時間領域で複数のサブブロックに
分割されるものとして説明したが、Ｄｃｈに使用するＲＢは、周波数領域で複数のサブブ
ロックに分割されてもよく、時間領域および周波数領域で複数のサブブロックに分割され
てもよい。つまり、１ＲＢにおいて、複数のＤｃｈが周波数多重されてもよく、時間多重
および周波数多重されてもよい。
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【０２１６】
　また、本実施の形態では、１移動局にチャネル番号が連続する異なる複数のＤｃｈを割
り当てる場合、先頭のチャネル番号および末尾のチャネル番号のみを基地局から移動局に
通知する場合について説明したが、例えば、先頭のチャネル番号およびチャネル数を基地
局から移動局に通知してもよい。
【０２１７】
　また、本実施の形態では、１Ｄｃｈを周波数領域で等間隔に分散配置されたＲＢに配置
する場合について説明したが、１Ｄｃｈを周波数領域で等間隔に分散配置されたＲＢに配
置しなくてもよい。
【０２１８】
　また、上記実施の形態では、周波数ダイバーシチ送信を行うためのチャネルにＤｃｈを
使用したが、使用するチャネルはＤｃｈに限らず、周波数領域で、複数のＲＢまたは、複
数のサブキャリアに分散配置され、周波数ダイバーシチ効果を得ることができるチャネル
であればよい。また、周波数スケジューリング送信を行うためのチャネルにＬｃｈを使用
したが、使用するチャネルはＬｃｈに限らず、マルチユーザダイバーシチ効果を得ること
ができるチャネルであればよい。
【０２１９】
　また、ＤｃｈはＤＶＲＢ（Distributed Virtual Resource Block）、ＬｃｈはＬＶＲＢ
（Localized Virtual Resource Block）と称されることもある。また、Ｄｃｈに使用され
るＲＢはＤＲＢまたはＤＰＲＢ（Distributed Physical Resource Block）と称されるこ
ともあり、Ｌｃｈに使用されるＲＢはＬＲＢまたはＬＰＲＢ（Localized Physical Resou
rce Block）と称されることもある。
【０２２０】
　また、移動局はUE、基地局装置はNode B、サブキャリアはトーンと称されることもある
。また、ＲＢは、サブチャネル、サブキャリアブロック、サブキャリアグループ、サブバ
ンド、または、チャンクと称されることもある。また、ＣＰは、ガードインターバル（Gu
ard Interval：ＧＩ）と称されることもある。また、サブフレームはスロット、フレーム
と称されることもある。
【０２２１】
　また、上記実施の形態では、本発明をハードウェアで構成する場合を例にとって説明し
たが、本発明はソフトウェアで実現することも可能である。
【０２２２】
　また、上記実施の形態の説明に用いた各機能ブロックは、典型的には集積回路であるＬ
ＳＩとして実現される。これらは個別に１チップ化されてもよいし、一部または全てを含
むように１チップ化されてもよい。ここでは、ＬＳＩとしたが、集積度の違いにより、Ｉ
Ｃ、システムＬＳＩ、スーパーＬＳＩ、ウルトラＬＳＩと呼称されることもある。
【０２２３】
　また、集積回路化の手法はＬＳＩに限るものではなく、専用回路または汎用プロセッサ
で実現してもよい。ＬＳＩ製造後に、プログラムすることが可能なＦＰＧＡ（Field Prog
rammable Gate Array）や、ＬＳＩ内部の回路セルの接続や設定を再構成可能なリコンフ
ィギュラブル・プロセッサを利用してもよい。
【０２２４】
　さらには、半導体技術の進歩または派生する別技術によりＬＳＩに置き換わる集積回路
化の技術が登場すれば、当然、その技術を用いて機能ブロックの集積化を行ってもよい。
バイオ技術の適用等が可能性としてありえる。
【０２２５】
　２００７年６月１９日出願の特願２００７－１６１９５８、２００７年８月１４日出願
の特願２００７－２１１５４５および２００８年３月６日出願の特願２００８－０５６５
６１の日本出願に含まれる明細書、図面および要約書の開示内容は、すべて本願に援用さ
れる。
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【産業上の利用可能性】
【０２２６】
　本発明は、移動体通信システム等に適用することができる。
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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【図２７】
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